
休
み
中

、
突
然
の
ヶ

が
で
も
安
心
で
す

受付時間…午前9時～午後4時30 分

※都合により変更することがあります。受診の際は医療機関へ確認し
てください。

期日 診療科目 診療所名 所　　在 電 話番 号

12/29

窗

内科小児科系 成宮医院 三矢小台2-1∠ﾚ4･ 363-8521

内科小児科系 西川医院 上本郷405 368-0081

外科系 宮内外科医院

稔台斉藤クリニック

常盤平西窪町1-10 38ワー4608

12/30

丗

内科小児科系 松戸新田59ﾜ 330-2300

内科小児科系 はやしもとお小児科 新松戸4-223 344-3690

外科系 森岡クリニック 上本郷4384 361-3161

12/31

(日)

内科小児科系 池亀ﾉﾄ児科 常盤平西窪町ふ8 38ワー刀42

内科小児科系 萩町内科クリニック 二十世紀ヶ丘萩町238 369-3655

外科系 とく いずみ医院 新松戸3-6 345 －6000

産婦人科 大和田医院 新松戸兩2-20 345-1122

眼科 松戸東口眼科 松戸11ﾜ8 368-8435

耳鼻咽喉科 小倉耳鼻咽喉科医院 本町ﾌｰ1 363-6151

1/ 1

吩

内科小児科系 熊 谷内科 新松戸南1-166 ・ 3∠45―3333

内科小児科系 はらだ小児科 小金44-8 340-6ﾜ6ﾜ

外科系 石島医院 兩花島2-2ﾜｰ3 36ワー2131

産婦人科 大川病院 馬橋1902 3副-3011

1/ 2

叫

内科小児科系 こすもす内科クリニック 日暮5-194 385-8621

内科小児科系 高木医院 栄町5-313 364-0979

外科系 高橋整形外科 小金原9-31-6 3∠目-5564

産婦人科 瀬嵐産婦人科 仲井町2-6ﾜ 362-7553

眼科 眼科馬橋医院 西馬橋幸町81 340-2340

耳鼻咽喉科 金子医院 西馬榲蔵元町129 342-9812

1/ 3

㈲

内科小児科系 富川循環器科内科クリニック 新松戸4-141-2 340-5558

内科小児科系 栗原医院 根本453 362-3105

外科系 古池ﾀﾄ科胃腸科 八ヶ綺1-32-5 342-1062

年

末

年

始

の

歯

科

診

療

昼
間
（
午

前
９

時
～
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後
５
時

）
は
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応
急
歯
科
在
宅
当
直
医
（
表
３
参
照
）
、

夜
間

は
休
日
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曜

日
夜

間
歯
科

診

療

所

を
利

用
し

て
く

だ

さ
い
。

休
日
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曜
日

夜

間
歯

科

診
療

所
（

公

一
’一

・
3
4
3
0

）
・：
衛

生

会

館
内

で
年

末
年

始
は
毎

夜
診

療
し

て

い
ま

す
。

診
療

時

間

…
午
後
８

時
～

Ｈ
一
時

ホ ー ムペ ー ジ ［松 戸 の ホ ー ムド ク タ ー ］

も 、ご 利 用 く ださ い

URL

http:// ｗｗｗ.matsudo-med. ０r.jp/

松戸市医師会 ホーム ページ 「松戸の ホーム

ドクタ ー」でも 、休日 夜間診療のご案 内を

し てい ます。カレ ンダ ーやタ イムテ ーブ ル

から 、診 療し ている医 療機 関が探 せる よう

になってい ますので､ ぜひご 利用＜ ださ い。

年

末
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始

の
医

科

診

療

昼
間
（
午

前
９
時
～
午
後
５

時
）
は
、

在

宅
当

直
医

（
表
Ｉ

参
照

）
ま

た

は

待
機
病

院

（
表
２

参
照
）

を
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間

は
夜
問

急
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療
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ま
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は
待

機
病

院
を
利

用
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て
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だ
さ

い
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急

病

診

療

所

（
ａ
ｗ
一
・
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衛
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竹
ヶ

花
四

五
の
五

の
三

、
８

ペ
ー
ジ
左
下

案
内

図

参

照
）
で
毎

夜
診
療

し
て

い
ま

す
。

診
療

時

間
…

午
後
８

時
～

１１一
時

テ
レ

ホ

ン

案

内

（

登
3
6
6
・
0
0
1

0

）

へ

お

電

話

を

「
テ

レ
ホ

ン
案
内

」
で

は
、
平
日

の
夜
間

と
土
曜

日
お

よ

び
休

日

に
受

診

で
き

る
医
療

機
関

を
毎
日

ご
案
内

し

て

い
ま
す

。
急
病

の
と

き
は

、
電

話
で

医

療
機

関

を

確
認

し

て

か

ら
、

受

診
し

て
く

だ
さ

い
。

年 末年 始 救急 医 療 体制

12月30

日(土)市立病院で臨時外来診療をします
国保松戸市立病院（上本郷）は12

月30 囗（土）に外来診療を行います。

受付時間…午前8 時30 分～11 時

國市立病院医事He363 ―2171 内 線

1101 、1119

人口と世帯

囗

は
前
月
比

期日 診療科目 病院名 所　　在 電話番号

12/29

銜

内科小児科系 新八柱台病院 日暮1,｢み10 38ワー2501

内科小児科系 新東京病院 根本4ﾜ3-1 366-ﾜ000

外科系 山本病院 小金きよしｹ 丘.2-7-103副-3191

12/30

圉

内科小児科系 新松戸中央総合病院 新松戸1-380 3茹 一月１１

内科小児科系 千葉西総合病院 金ヶ作10ﾜｰ1 384-8111

外科系 小金原病院 小金原今卜2 341-1131

12/31

臼

内科小児科系 小金原病院 小金原Ｇ卜2 3∠冂一曷31

内科小児科系 東松戸病院 高塚新田12ふ13 391-5500

外科系 新松戸中央総合病院 新松戸1-380 345 一竹 竹

1/ 1

竕

内科小児科系 新松戸中央総合病院 新松戸1-380 3∠15-1111

内科小児科系 新東京病院 根本4ﾜ3-1 366-ﾜ000

外科系 千葉西総合病院 金ヶ作10ﾂｰ1 384-8111

1/ 2

㈹

内科小児科系 新八柱台病院 日暮1-7-10 387-2501

内科小児科系 小金原病院 小金原6-1-2 341-1131

外科系 常盤平中央病院 常盤平6-1-8 38ワー副21

1/ 3

困

一一一一一 一
内 科 小 児 科 系 新松戸中央総合病院 新松戸1-380 345-1111

内科小児科系 新東京病院 根本4ﾜ ふ1 366-ﾜ000

外科系 東京病院松飛台 串綺南町2ﾜ 384-3111

医　科

市
で

は
、
松
戸
市
医

師
会

・
松
戸
歯
科
医
師
会

・
松
戸
市
薬
剤
師
会

の

協
力
で

、
年
末
年
始
な
ど
の
休
日

や
夜
間
に
急
病
に
な
っ
た
時
で
も
、

安
心
し
て
診
察
が
受
け
ら
れ
る
救
急
医
療
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

「
お
正
月
休
み

に
、
急
に
子

ど
も
が
熱
を
出
し
た
け
れ
ど
、
ど
こ
の

お
医
者
さ
ん
に
行

っ
た
ら
よ
い

か
分

か
ら
な
い

」
。
そ
ん
な

と
き
の
た

め
の
救
急
医
療
体
制
に
つ
い

て
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

昌
保
健
福
祉
課

登
3
6
6
・
7
4
8
2

〔2 次 救 急 〕 〔3 次 救 急 〕

待 機 病 院

テ レ ホ ン 案

内S366 ―

００１０ 、 ま

た は 裹2 参

照

年末年始の応急歯科在宅当直医（表３）

期日 診療所名 所　　在 電話番号

12/29

銜

殿平賀歯科医院 殿平賀52-1∠L 341-ﾜ5ﾜ6

恩田歯科クリニック 常盤平5-25-11 386-6482

藤井歯科医院 小金原8-2-3 345 ―0'∠囗８

12/30

出

宮蜿歯科医院 五香南1-14-5 38ツー0068

平山歯科 松戸11ﾜ8 36ワー9631

大谷口歯科クリニック 大谷口38 ふ13 348-8841

12/31

紬

コタニグリ ーン歯科 日暮1-12-6 386-2'ﾜ38

368-6829太陽歯科クリニック 本町1ﾜｰ23

高野歯科 横須賀1-21-2 341-2596

1/ 1

蝎

平岡歯科医院

小谷歯科医院

本町2-3 364-6666

新松戸3-141 345-2815

タウン歯科 稔台100-5 36ワー剞84

1/ 2

固

恩田歯科医院 中和倉120 3∠13-2325

平岡歯科医院 松戸新田4ﾜ ふ29 368-8200

半田歯科医院 小金16-5 3∠14―5280

1/ 3

團

芦田歯科医院 松戸新田389 362-3446

八ヶ崎斉藤歯科医院 ハケ畸680-1 342-5143

藤田歯科医院 西馬橋2-19-1 34ワー9ﾜ23

※
都
合
に
よ
り
変
更
す

る
こ
と
が

あ
り
ま
す

。
受
診
の
際

は

機
関
へ

確
認
し
て

く
だ

さ
い

。

医
療

人口　467,254 人 ［-　74 ］

男　235,953 人 ［- 113 ］

女　231,301 人 ［＋　39 ］

世帯　183,568 世帯［＋　64 ］

主な内容

年末年始市の施設の休み　　 ②

老人保健の医療受給者証が

更新に　　　　　　　　　　 ③

公文書公開制度を見直し　　　④

勳物の愛護及び管理に関する

法律が施行　　　　　　　　 ⑤

情報チャンネル　　　　　 ⑥⑦

年 末 年 始 の

救急医療体制
年末年始の在宅当直医（表1 ）

在宅当直医
テレホン案内昔
366-0010 、ま

たは表1参照

年末年始等昼間応急

歯科在宅当直医

テレホン案内登366

－0010 、または表3

参照

夜間急病診療所

2*368-3ﾜ56

休日土曜日夜間歯科

診療所

S365-3430

国
保
松
戸
市
立
病
院

歯　科

〔1 次 救 急 〕

受付時間…午前9時～午後4時30 分

年末年始の待機病院（表２）
受付時間…午前9時～翌朝9時



鳶（とび）組合によるはしご乗り

新
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例
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１
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1
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‥
1
1
時
か
ら
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消
防

訓
練

セ
ン

タ

ー

（
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内

図
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照
）
で

行
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ま

す
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り
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幼
年

消

防
ク

ラ
ブ
員

の
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ィ
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ル
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ド
リ
ル

、
消
防

局

・
消

防
団

・
女
性

防
火

ク

ラ
ブ

・
企

業

自
衛
消

防
隊

に

お出掛けの前にご確認ください

よ
る
消
防
演
習
を
繰
口

広
げ
ｔ

す
。

多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

※
雨
天
の
場
合
は
、
式
典
の
み
を
消

防
昜
講
堂
で
行
い
ま
す
。

圜
消
防
局
企
画
管
理
室

登
3
6
3
・
1
1

1
3
内
線
ｒａ
１
４
１

地 域 住 民 の 皆 さ ん へ

当 日 は 、会場 付近 にお 住

ま いの 皆さ ん にご 迷 惑を お

掛 け するこ とと 思い ますが 、

ご 理解く ださ る よう お願 い

し ま す。

男女共同参画社会のまちづくりを市民の皆さんと一緒に推進するため、松

戸市男女共同参画推進協議会(第2次)を設置します。この協議会では松戸市

男女共同参画プランに基づいてまちの現状を評価し、次期実施計画の検討を

行います。そこで、協議会に参画していただける人を募集

第1 次 推進協 議会で は、

市民による市民の行動指

針「ア クション ゆう 」を

作成し ました

します。

◆任期　平成13 年3月１日から巧年3月31日まで

◆対象　中学生以下の子どもがいる 、または、40歳以

下である市民

◆募集人数　4人程度

圃1月20 日出までに「男女共同参画社会のまちづ＜リ」

をテーマとした1,200字程度のレポートを直接､女性セ

ンターゆうまつど（本町纐の10S364-8ﾜﾌ8 ）に持参

して受付で所定の応募用紙に必要事項を記入

※提出された書類は返却しません。

12　月 １　月

27 冰）28 ㈲ 29 銜 30丗 31(日) 腦 2㈲ 3 ㈲ 4 ㈲ 5 銜 6仕）ﾜ日

市役所・支所 ● ● ● ● ● ● ● ●

市民センター ｜ ｜－ ● ● ● ● ● ● |
丶

Ｉ

－

市立病院 ● ● ● ● ● ● ●

福祉医療センター東松戸病院 ● ● ● ● ● ● ● ●

中央･ 小金･ 常盤平保健福祉センター ● ● ● ● ● ● ● ●

健康増進センター ･:l ● ● ● ● ● ● －ｒ ｌ

ｋ=

健康福祉会館( ふれあい22) ● ● ● ● ● ●

消費生活センター ● ● ● ● ● ● ● ●

勤労会館 ／ 丶χ ・ ● ● ● ● ● ● 卜` ･）
W゛

女性センターゆう まつど ● ● ● ● ● ● ●

森のホール21 ｊ‘丶廴､－ﾉ ● ● ● ● ● ●
ｙｙ〃１

１ ／¶四

市民会館 ● ● ● ● ● ●

市民劇場 yS

k.丶ﾐ
， ● ● ● ● ● ●

常盤平児童福祉館 ● ● ● ● ● ●

図書館( 本館 ヽ分館) ● ● ● ● ● ● ● ●

市立博物館 ● ● ● ● ● ● ● ●

戸定歴史館･戸定がＦ歴史公園 ● ● ● ● ● ● ● ●

文化ホール ● ● ● ● ● ● ● ●

青少年会館（本館・分館） ◇ ● ● ● ● ● ● ● ●

矢切公民館 ● ● ● ● ● ● ● ●

タウンスクール根木内 ● ● ● ● ● ● ● ●

東部スポーツパーク ● ● ● ● ● ● ● ●

運動公園 ★ ● ● ● ● ● ● ●

柿ﾉ 木台公園・常盤平・小金原体育館 ★ ● ● ● ● ● ● ●

21 世紀の森と広場 ● ● ●

パークセンタ ー
－

１ ， ･

ゝ -

－
(､＿.1● ● ● 〃ら

｛ １
－

－

１ ３
－

－

－

自然観察舎 ● ● ● ● ● ● ● ●

ユーカリ交通公園 ● ● ● ● ● ● ●

有料自転車駐車場管理棟 ● ● ● ● ●

自転車保管場所 ● ● ● ● ● ● ● ●

クリーンセンター内温水プール ● ● ● ● ● ● ● ● 9脚 まで

クリーンセンター体育室・テニスコート ● ● ● ● ● ● ●

和名ケ谷スポーツセンター ● ● ● ● ● ● ●

老人福祉センター ● ● ● ● ● ●

斎場・北山市民会館 ※ ● ● ● ●

私たちはいつ、事件や事故に巻き込まれたり遭遇したりするか分かりません。そ

んな緊急時に素早く対応し 、早期解決を図っているのが「110 番通報制度」です。

県内どこからかけても警察本部につながり、通報を受けると直ちにパトカーや交

番の警察肓に無鍠で指令巻出す什胡みになっています。また、言葉や耳の不自由な

●は1日休み、◇は受け付けのみ行っています。

★は午後1時以降休みです。

※斎場の式場は12 月27 日午後5時以降～31 日の間休み、北山市民会館は2ﾜ 日午後5時以

降および29 日～31 日の間午後5時以降休みです。

郵
便
局
職
員
を

名
乗
る
不
審
な

郵
便
局
の
職

員
を
名
乗
り

「

ご
家

族
あ
て
に
郵

便
物
が
到
着
し

て
い

る

が
住
所
が
は

っ
き
り
し
な
い

」
な
ど

と
電
話
を
か
け

、
転
居
し
て

い
る

ご

家

族
の
住
所
や

電
話
番

号
等
を
聞

き

出

そ
う
と
す

る
事
例
が
全

国
的
に
発

生
し

て
い
ま

す
。

郵
便
局
で

は
、
そ
の
よ
う

な
電
話

照
会
は

Ｉ
切
行

っ
て
い

ま
せ

ん
の
で

、

ご
注
意
く
だ

さ
い

。
な

お
、
不
審
な

照
会
が

あ
っ

た
場
合
は

、
郵

便
局
に

ご
確
認
く
だ

さ
い
。

昌
松
戸
郵

便
局
総

務
課

登
3
6
2
・
２

３

あ
な
た
の
健
康

ダ
ニ
刺
さ
れ

体

が
痒

い
、
皮
膚

が
痒

い
、
し

か
し
刺

し
た

相
手

が
分
か
ら

ず
原

因

が
は
っ
き
り
し

な
い
場

合
に

は
、

も
し

か
し
た

ら

ダ
ニ
で
は

な

い
だ

ろ
う

か
と
、
思

い
が
ち
で

す
。
し

か
し

、
ほ
と

ん
ど

の
ダ
ニ

は
無
害

で
す

。

で

は
、
実

際
に

は
人

の
皮

膚

に

害
を
及

ぼ
す

ダ
ニ

は
、
ど

の
よ
う

な
も

の
が

い
る
の
で

し
ょ
う

か

。

大

き

な

ダ

ニ

大

き
な

マ

ダ
ニ

は
山

や
野
原

に

い
て

、
散
策

し
た
り

、
彰

に
入

っ

た
り

、
草
む

ら
で
昼

寝
を

し
た
り

し
て

吸
着

さ
れ
る
こ

と

が
あ
び
ま

す
。通

り

が
か

っ
た
人

や
犬

猫
に
区

別

な
ぐ
呀

看

と

力
月

も
離
れ
ず

血
を

吸

っ
て
数

。、リ～

一

竹
を
超

す

大
き

さ
ま

で
に
な
り

ま
す

。

咬

着
さ

れ
て

一
日

以
内

な
り

、

手
で

容
易

に
と

れ
ま
す

が
、
そ

れ

を
過

ぎ
る
と

、
と

れ
に

く
く

な
り

、

や
た

ら
に
引

っ
張

る
と

ダ
ニ

の
体

だ
け

が
引

き
ち

ぎ
れ
、
皮

膚
に

深

ぐ
差

し
込
ま

れ
て

い
る
口

器

が
皮

膚

に
残
り

、
治
り

に
く

い
し
こ

り

を
残

す
こ
と

が
あ

り
ま
す

。
し

か

し
、

大
抵

は
虫
体

を
と
り

除
け

ば

自
然

に
治
り

ま
す

。

血
を
吸
う

イ
エ

ダ
ニ

イ
エ
ダ
ニ
は
ネ
ズ
ミ
に
寄
生
す

る
吸
血
性
の
ダ
ニ
で
す
。

ネ
ズ
ミ
が
死
ん
だ
Ｉ
巣
を
は
な

れ
た
り
す
る
と
、
血
を
求
め
て
人

を
襲
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
血
を

吸
弓
と

匸
い
く
ら
い
の
大
き
さ
に

な
る

の
で
、
肉

眼
で

見

る
こ

と

が

で
き

ま
す
。

ま

た
、
鳥
に

寄
生
す

る
イ

エ

ダ

ニ

に
似
た

ト
リ

サ

シ
ダ
ニ

が
あ
り

ま

す

が
、
鳥

が
巣
を
去

る
と

人
を

襲

う
こ
と

が
あ

り
ま

す
。

い
ず

れ
の

ダ
ニ
も

皮
膚

の
柔
ら

か

い
部

分
を
好

ん
で
刺

し
赤

い
発

疹

を
残
し

ま
す

。

解
決
法

と
し

て

は
、
ネ

ズ
ミ

の

駆

除

や
巣
の
除

去

、
巣

の
周

り

に

覃

狠
剖
4
:ま

ぐ
こ
と

が
必
要
で
す

。

刺

す

だ

け

の

ツ

メ

ダ

ニ

ツ

メ

ダ
ニ
に

は
犬

猫
に

寄
生

す

る
イ

ヌ
ツ

メ
ダ
ニ

ー
ネ
コ

ツ

メ
ダ

ニ
な

ど
が

い
て

、
大

を
刺

す
こ
と

も

あ
り

ま
す

。

ま

た
、
畳
に

生
息

す

る
ミ
ナ

ミ

ツ
メ

ダ
ニ
は

、
夏

に
増
え

、
執
Ｗ
爾

夜

の
よ
弓

な
暑

く
湿

度

の
高

い
日

が
続
く

と
、
人

の
皮

膚

の
柔

ら

か

い
部
分

に
付
着

し
て

偶
発

的
に
剌

す

こ
と

が
あ
り

ま

す
。

処
置

と
し
て

は

、
掃
除

を
よ

く

し

、
風

通
し

を
良

く
し
て
湿

気

を

除
ぐ
こ

と

が
大

切
で

す

。

（
松

戸

市

医

師

会

）

年末年始　市の施設の休み

電

話

に

ご

注
意
を
！

276

緊急を要しない相談や困り事

には、専門の相談員が対応して

いますので、ご利用＜ださい。

◆相談サポートコーナー◆

S043-227-9110

(短縮ダイヤル#9110)

人のために、ファクスでフリーダイヤル^0120

-110294  (ひゃくとうばんふくし）に通報する

「F  A X 110番」を設けています。

110 番通報をすると、警察官が「いつ、どんな

ことが、どこであったのか」を質問してきます。

慌てて答えると的確に伝わらない場合もあります

ので、落ち着いてゆっくりお話しください。

１月１０日は１１０番 の日
～わが街の安全・安心１１０番～

問松戸警察署O369 ―0110 、松戸東警察署O349-0110

男女共同参画推進協議会
委員を募集します

会場

案内図

松
戸
市

消

防

出

初

式



償却資産( 固定資産税)

の申告は1 /31 (水)まで

圖固定資産税課償却資産係

Q366-7323

申

告
を
必

要
と

す
る
人

…
平

成
1
3

年

１
月

１
凵

現
在

、
市
内

に
事

業
用

の
償

却
資
産

（
市

内
の
他

の
事

業
者

に
貸

し

付

け
て

い
る

も

の

を
含

む

）

を
所

有

し

て

い

る
個

人

・
法

人

で

、

業
種

を
問

い
ま
せ

ん
。

償

却
資
産

の
内

容
：
土

地
お

よ
び

家
屋
以

外

の
事
業

の
た

め
に
使

う
こ

と
の
で

き

る
資
産

で
次

の
も

の
が
該

当

し
ま

す

。

①

構
築
物

（
構

内
舗
装

・
広

告
設

備

・
塀

な

ど
）
②
機

械
お

よ

び
装
置

（
原

動
機

・
工
作

・
土
木

・
物
品
加

工

等

の
各
種

機

械
装

置

な
ど
）
③

船
舶

（
ボ

ー

ト

・

釣

り

船

な

ど

）
①

航

空

機
（
飛
行

機

・
ヘ
リ
コ

プ

タ
ー
な

ど
）

川井敏久

市長室・発

私か選んだ10大ニュース

⑤

早
両

・
運

搬

車
（
動

力

運

搬
車

・

大

型
特

殊
自

動

車
な

ど
）
⑥

工

具

・

器

具
お

よ

び
備
品
（
机

・
ロ
ッ
カ

ー

・

シ
ョ
ー
ー
ケ
ー
ス

・
応
接

セ

ッ
ト

ー

パ
ソ
コ

ン

ー
ワ

ー
プ
ロ

な
ど
）

申

告
期
限
・：
法
定

申
告

期
限

は
１

月
3
1
日

水
で

す

が
、
期
限

間
近

に

な

る
と
窓

口

が
混
雑
し

ま

す
の
で

、
１

月
2
2
日

囲
ま

で
に

固
定
資

産
税

課

へ

申

告
さ

れ
る
よ
う

ご
協
力
く

だ
さ

い
。

な
お

、
正

当

な
事
由

が
な
く
申

告
し

な
か

っ
た
り

、
虚
偽

の
申

告

を
し
た

場

合

は
、
過

料
等

を
科

さ
れ

る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注

意
く
だ
さ

い
。

固定 資 産( 家 屋) の調 査にご 協力を

平成12 年中に新築･ 増改築された家屋

の評価を行っていますので 、調査にご協

力をお願いします。

また、家屋の取り壊し( 一部を含む) や

所有者の住所変更などがありまし たら、

ご連絡ください。

圖固定資産税課家屋係S366 ―ﾜ324

い
よ
い
よ
ニ
ト
世
紀
も
残
り
わ

ず
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
世

紀
最
後
の
一
年
を
振
り
返
り
、
私

な
り
に
松
戸
の
卜
大
ニ
ュ

ー
ス
を

選
ん
で
み
ま
し
た
。

○

運
輸
政
策
審
議
会
が
地
下

鉄
1
1

号
線
（
半
蔵
門
線
）
松
戸
延
伸
を

答
申
（
１
月
）

答
申
で
は
「
目
標
年
次
の
二
〇

一
五
年
ま
で
に
整
備
着
手
す
る
こ松戸七福神鍋をPR

祠保険課老人保健係Q366 ―7342になりま す
◆更新の対象になる人

老人保健法による医療受給者証の交付を受けている

人(原則ﾜO 歳以上)で、有効期間が平成13 年1月31 日

で満了になる人

※新しい健康手帳と医療受給者証は、1月下旬に発送

します。

と

が
適

当

な
路

線
」

と

し

て
位

置

付

け
ら

れ
ま

し

た

。

○

介

護

保

険

制

度

が

ス

タ

ー

ト

（
４

月

）

高

齢

者

の
在

宅
で

の
生
活

を

支

え

る
た

め

、
地

域

に
根

ざ
し

た

総

合
的

な

サ

ー

ビ
ス

の
提

供

を
進

め

て

い
ま

す

。

○

市

の

組
織

を

Ｉ
新

し
本

部

制

を

導

入

（
４

月
）

迅

速

で
効

率

的

な
運

営

の
で

き

る
組

織

を
目

指

し

、
本

部
制

を

取

り
入

れ

ま
し

た

。
ま

た

、
事

務

事

業
評

価

シ

ス
テ

ム

の
導
入

も
図

っ

て

い
ま

す

。

○

新

消

防
指

令

管
制

シ
ス

テ

ム

を

導

入

（
４

月
）

最

新

の
コ

ン

ピ
ュ

ー
タ
技

術

で

市

民

の
安
全
・
安

心
を

守
り

ま
す

。

○

オ

ウ
ム

真

理

教

（
ア
レ

フ

に

改

◆医療受給者証について

旧医療受給者証は、2月１日困 以降コ呆険課老人保

健係または各支所へお返しください。

また、医療受給者証は 、平成9 年4 月の様式変更で

有効期間の記載がなくなりました。今後は更新がありませんので、大切にお使いください。

今回更新の対象でない天も、有効期間が終了次第、順番に新様式の医療受給者証に切り

替えていきます。それまでの期間は現在持っている医療受給者証をお使いください。

※更新該当者で医療受給者証が届かない場合は、保険課老人保健係までご連絡＜ださい。

称
）
信
者

が
本
市

に

転
入
（
５

月
）

引

き
続

き
、

拠

点
化

阻
止

に
断

固

た

る
態

度
で

臨
み

ま

す
。

○
市

の

ホ

ー
ム

ペ

ー
ジ
ヘ

の

ア
ク

セ
ス

が
二

十

万
件

突
破

（
５

月

）

７
月

に

は
教

育

委
員

会

、
1
0
月

に

は
子

育

て
支

援

の

ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ

を
開

設
し

ま

し

た
。

○
千

葉

県
民

体

育
大

会
で

松

戸
市

が
初

の

男
女

総
合

優
勝

（
９

月

）

念
願

の
初
優

勝

が
、

松
戸

市

体

育

協
会

五

十
周

年

と

い
う

記
念

す

べ
き
年

に

か
な
え

ら
れ

ま
し

た

。

○
古

城

暁
博

さ

ん

（
松
戸

矢

切

高

校
三

年

生
）

が

シ

ド
ニ

ー

ー
パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
ヘ

出

場

（
1
0月

）

足

の
け

が
を

押

し
て

の
出

場

で

し

た

が
、

陸
上

百

メ

ー
ト

ル
で

決

勝
八

位
入
賞

と

が
ん
ば
り
ま
し

た
。

○

松

戸
市

立
病

院

が
開

設
五

十
周

松
戸
市
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
委
員
を
募
集

国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
関

す
る
事
項
を
審
議
す
る
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

◆
仟
期

平
成
1
3年
４
月
１
日
～
1
5

年
３
月
3
1日

◆
応
募
資
格

松
戸
市
国
民
健
康
保

険
の
被
保
険
者
で
、
会
議
（
平
日
の

午
後
、
年
三
回
程
度
開
催
）
に
出
席

で
き
る
人

◆
募
集
人
員

五
人
（
た
だ
し
、
男

女
各
二
人
以
上
）

◆
選
咢
万
法
　
市
の
選
考

畧
貝
会
で

決
定

医 療 保 険 制 度

が改正されます

圃

１
月
2
4日

團
〔
必
着
〕
ま

で
に
、「
国

民
健

康
保
険

に

つ
い
て
」

お
持

ち

の

ご
意
見

を

、
四
百

字
詰

め
原
稿

用
紙

二
上

二
枚

に
ま
と

め
、
住
所

・
氏
名
・

年

齢

・
性
別

・
職

業

・
電
話
番

号
を

記
入

し
て

、
〒
2
7
1
－
8
5
8
8

松
戸

市

根

本
三
八

七

の
五
　

松

戸
市

役
所

保
険

課
管

理
係
（
公
3
6
6・
7
3
5
3

）

へ※
応

募
原

稿
は
今

後

の
運
営

の
参
考

に
さ
せ

て

い
た

だ
き

ま
す

。
ま

た
、

返

却
は
し

ま
せ

ん

の
で
、
ご
了
承

く

だ

さ

い
。

高額療養費の自己負担額

の限度額 、高齢者の患者負

担、入院時の食事代の自己

負担額等が変わります。

詳しい内容については 、

12 月26 日(火)の新聞折り込

みでお知らせする予定です。

また、改正のお知らせを保

険課および各支所窓口で配

布していますので 、ご参照

ください。

昌保険課資格給付係R366

-7353､ 老人保健係c366

-ﾜ342

年

（
１１
月
）
　
　

ノ

昭
和
2
5年
の
開
設
で
す
。

○
元
祖
「
松
戸
七
福
神
鍋
」
が
誕

生

（
1
2月
）

市

内
飲
食
店
の
協
力
で
、
地
場

野
菜
に
こ
だ
わ
っ
た
松
戸
七
福
神

報
が
誕
生
し
ま
し

た
。
取
り
扱

い

店
の
目
印
は
、
の
ぽ
り
旗
で
す
。

９
月
に
は
、
二

十
世
紀
梨
発
祥

の
地
で
あ
る
松
戸
で
、
鳥
取
県
主

催
に
よ
る
二
十
世
紀
梨
里
帰
り
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

鳥
取
県
で
は
百
年
近
く
前
に
松

戸
か
ら
わ
た

っ
た
原
木
が
、
今
で

も
実
を
付
け
て
い
て
、
世
紀
を
越

え
て
生
き
続
け
て
い
こ
う

と
し
て

い
ま
す
。
二
十
一
世
紀
に
向
け
て

の
力
強
い
メ
ッ
セ

ー
ジ
で
す
。

私
も
、
皆
さ
ん
共
々
、
大
き
な

希
望
と
夢
を
持
っ
て
輝
か
し

い
新

世
紀
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

市 民 の 皆 さ ん の 声 を 直 接 お 聞 き す る た

め 、市 長 室 直 通 の フ ァ ク ス と 、市 長 専 用 の

メ ー ル ボ ッ ク ス を 設 置 し て い ま す 。

市 政 に 関 し て 感 じ て い る こ と や 建 設 的 な

ご 意 見 を お 寄 せく だ さ い( で き れ ば 、連 絡

先 を お 書 き 添 えく だ さ い) 。

FAX 366-2301

メー ル ア ド レ ス

mayor.matsudo@intership.ne.  jp

(11月末現在の受信件数)ファクス699件､ﾒｰﾙ383 件

こちら

消費生活センター

相談 事例 ・ 第7 回

お宅の 水道 水は汚 れてま す！

～ 点検 商法の手口

▽
点
検
商
法
の
実
態

「
水
道
水
の
点
検
と
来
訪
し
、
水

が
汚

れ
て
い
る
と
言

わ
れ
高
額

な
水
道
工
事
を
契
約
し
ま
し
た
」

「
水

道
水

の
検

査
を

す

る
」
と

自

宅
に
訪

問

さ
れ
て

「
汚

れ
て

い

る
の
で

、
配
管
工

事

を
し

な
け

れ

ば
な
ら
な
い
」

と

言

わ
れ

て

工

事
契

約

を

し

ま
し
た

。

後

で
よ

く

考

え

て
み

る

と

、
高

額

で

あ

る
し

来

訪

し

た
人

も
不

審

に
思

う

の

で

、

解
約
し

－　　　 ヽ
水道 の 検 査 に

来ま し た ～

た

い
の
で
す

が
ど
弓

す

れ

ば
よ

い

で

し

よ
ウ

か

。

・
契
約

金
額
…
百
万

円

・
既
払

い
金
・：
な
し

（
相

談
者
　

五
十

歳
代
女

性
）

セ
ン
タ
ー
対
応

契
約
し
て
八
日
以
内
で
あ
れ
ば

ク
ー
リ
ン
グ

ー
オ
フ
（
無
条
件
解

約
）
が
で
き
る
の
で
、
（

ガ
キ
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
写
し
を
取

っ
て
、
相
手
方
に
簡
易
書
留
で
送

付
す
る
よ
う
に
助
言
し
ま
し
た
。

ま
た
、
信
販
会
社
を
通
し
て
の

相談専用 公３６Ｓ-６５６５

契

約
で
あ

れ

ば
、
そ
ち

ら
へ

も
送

付
す

る
こ
と

を
付

け
如

兀
ま
し
た

。

最
近

、「
水
道

の
水
質
検

査
≒

消

火

器

の
点

検

」
「
羽

毛

布

団

の
点

検
」

な

ど
と
言

っ
て

来
訪
し

、
実

ので飲めませんね～。

水道管を 取り替えな契

約

す

る
前

に

よ

く
考

え

て

、

不

審
に
思

っ
た

ら
関

係
機
関

に
問

い
合

わ
せ
て

も
遅

く

は
あ
り
ま
せ

ん
。「
今

な
ら
サ

ー

ビ

ス
し

ま
す

」

と

か

『
キ
ャ

ン

ペ
ー
ン
中
で

今

が

お

得
』

な
ど

の
言
葉

に
惑

わ
さ

れ

な

い
よ

う

に

注

意

し

て

く

だ

さ

い
。
特

に
契
約

を
急

が
せ

る
よ
う

な
ケ

ー
ス
は
要

注
意

で
す

。

詳
し

く
は

、
セ

ン
タ

ー
に

ご
相

談

く

だ
さ

い
。

次
回
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

ト
ラ
ブ
ル
を
掲
載
し
ま
す
。

No.75

新
世
紀
へ

届
く
懸
け
橋

冬
の
虹

ア
ド
バ
イ
ス

際
に
目

の
前
で

検
査

や
実
験
を

見
せ

て
「
使
用

で
き

な

い
、
汚

れ
て

い
る
、
病

気
に

な
る
」
な

ど
と
不

安
に

さ

せ
て

、
工

事
契

約

や
商
品
を
販

売
す

る
業
者

が

増
え
て
い
ま
す
。

ＮＯ．8

(月～金曜日、午前9時～午後4時)

平成13年
1月1日から

老人保健の医療受給者証が更新

該当する人はお早めに



よ
り
開
か
れ
た
市
政
の
運
営
を
目
指
し
て

公
文
書
公
開
制
度
を
見
直
し
ま
す
（
中
間
報
告
）

市
で
は
、
平
成
７
年
４
月

に
「
松
戸
市
公
文
書
公
開
条
例
」
を
施
行
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
市
政
へ

の
信

頼
と
理
解
を
深
め
、
民
主
的
な
開
か
れ
た

市
政
の
推
進
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
の
連
携
の

も
と
、
公

正
か
つ
民
主
的
な
市
政
を

実
現
す

る
う
え
で
、
情
報
公

開
は
不
可
欠
な
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市

で
は

、
こ
れ
ま
で
の
制
度
の
運
用
を
踏
ま
え
、
ま
た
、
社
会
情
勢
の
変
化

に
対
応
し
た
情
報
公
開
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
公
文
書
公

開
制
度

の
見
直
し
を
行
う
こ

と
と
し
ま
し
た

。

見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
公

文
書
公
開
審
査
会
で
検
討
し
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
た
び
、
こ

れ
ま
で
の
審
議
内
容
等
を
ま
と
め
た
「
中
間
報
告
」

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す

。

な
お
、
審
査
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、

来
年
３
月
に
最
終
の

提
言
を
行
う
予

定
で
す
。

固

総
務
課
情
報
公

開
係

容
一
’一

・
7
3
0
5

公
文
書
公
開
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て

的

な
理
由

が
あ

る
も

の
な
ど

に
限
定

さ

れ
な
け

れ

ば
な
ら
な

い
。

こ

の
原

則
公

開

を
徹

底
す

る
た

め

に

は
、
非

開
示

情
報

の
例
外

規
定

が

今
ま

で
以

上
に

条
例
上
明

確

に
さ

れ

る
こ

と

が
必
要
で

あ

る
。
ま

た
、
条

例

の
対

象

ど
な

る
公

文

書

の
範

囲

を

拡
大

し
、
公

開

性
の
向

上
を

図
る
必

要

が
あ

る
。

③

個
人

の

プ

ラ

イ

バ

シ

ー

の

保

護

個

人

の
プ

ラ
イ

バ

シ
ー
に

つ

い
て

は

、
憲
法

が
保

障
す

る
基
本

的
人

権

と
し

て
、

最
大

限
に
尊

重

さ
れ
な

け

れ

ば
な
ら

な

い
。
非

開
一
丕
爭
項

の
見

直
し

に

あ
た

っ
て
も

、
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
が
み

だ
り
に

侵
害

さ
れ

る
こ
と

の

な

い
よ
う

最
大

限
の
配

慮

を
し
な

け

れ
ば
な
ら

な

い
。

①

利
用

者

に

と

っ

て

分

か

り

や

す

く

、
使

い

や

す
い

制
度

情
報
公

開
制

度
は

、
広
く

一
般

に

利
用

さ

れ
て
こ

そ
、

本
来

の
効
果

が

期

待
で

き
る
も

の
で

あ
る

。
そ

の
た

め
、
市
民

に
と

っ
て
分

か
り

や
す

く

使

い
や

す

い
制

度
と

す
る

よ
う
、
手

続

や
開
示

の
方

法

の
改
善

が
必
要

で

あ

る
。

⑤

救

済

制

度

の

充

実

審
査
会

は
制

度

の
要

で

あ
り

、
迅

速

か
つ
適
正

な
審
査

を
進

め
る
う
え

で
不

可

欠
で

あ
る
請

求
対
象

公
文

書

の
提
示

を
命

じ
る
こ

と
な

ど

の
調

査

権

限
を
明

確

に
す

る
必
要

が
あ

る
。

⑥

情

報

公

開

の

総

合

的

な

推

進

市

が
「
説
明

責
任

」
を

果
た
し

て

い
く
た

め
に

は
、
こ

の
開
示

制
度

の

充

実
だ

け
で

な
く
、

市
民

に
と

っ
て

必
要

な

情
報

を
、
多

く
の
市

民

に
積

極

的
に

提
供
し

て

い
く
こ

と

が
必

要

で

あ

る
。
こ

の
た

め
、
情

報
提

供
の

一
層

の
推
進

に
つ

い
て
の
責

務

を
明

確

に
し

、
情

報
公
開

の
総

合
的

な
推

進

に
努

め
る
必

要

が
あ
る

。

第
一
章
　
情
報
公
開
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方

一
　

公

文

書
公

開

条

例

の

見

直

し

の

背

景

①
社
会

情
勢
の
変
化

〔
省
略
〕

②
情
報
公
開
法
の
制
定

〔
省

略
〕

二
　

制

度

の

見

直

し

に

当

た

っ

て

の

基

本

的

な

考

え

方

①

新

た

な
条

例

の
理

念

と

目

的

現

行
条

例
は

、「
市
民

の
市

政
に
対

す

る
理
解
と

信

頼
を
深

め
、
地

方
自

治

の
本
旨

に
則
し

た
市

政
の
推

進
に

寄
与

す
る
こ

と

を
目
的

と
す

る
。」

行政資料センター

と
し
て

、
こ

の
条

例

の
目

的

を
明
ら

か
に

し
て

い
る
。

こ

の
よ
う

に
情

報

公

開
制

度

は
、
憲

法
に
定

め
ら

れ

た

地
方
自

治

の
本
旨

で

あ
る
住
民

自

治

の
実

現
に
資

す

る
た
め

、
主
権

者
で

あ
る
市

民

が
、
行

政

の
保

有

す
る

情

報
を

知

る
た

め

の
具
体

的
な
権

利

を

保
障

す

る
制

度
で

あ

る
。

「
知

る
権

利
」

に

つ

い
て

は
、

い

ま
だ

確
定
し

た
概

念
と

し
て

成
熟
し

て
は

い
な

い

が
、

こ

の
よ
う

な
市

民

の

「
知

る
権

利
」

に
対

し
、
市

民

の

信
託

を
受
け

た
行

政

は
、
市
民

に
対

し
市

の
行

政
活
動

を
「
説
明

す
る
責

務
」
（
説
明
責

任
）
を
負

っ
て

い
る
も

の
で

あ
り

、
情
報

公
開

制
度

は
こ

の

責
務

を
言
銀

す

る
た

め
の
重
要

な

制

度
で

あ

る
と

い
え

る

。

②

原
則

公

開

の

徹

底

市

が
保

有
す

る
情

報
は
原
則

公

開

と
す

る
こ
と

が
条
例

の
精

神
で
あ
り
、

例
外

的
に
非

公
開

と

す
る
情

報
で

あ

っ
て

も
そ

れ
ら

は
具
体

的

か
つ
客

観

第
二
章
　
制
度
の
見
直
し
に
向
け
て

１

条

例

の

名

称

「
松
戸
市

情
報

公
開

条
例
」

に
変

更

す

べ
き
で
あ

る
と
考

え
る

。

２

条

例

の

目

的

「
知

る
権

利
」
、「
説
明
責

任
」
に
つ

い
て
は

、
条
例

に
明
記

す
る

方
向
で

検
討

す

る
。
な
お
、
表
現

方
法
等

は
、

引

き
続

き
検
討

す
る

。

３

対

象

公

文

書

電

子

情
報
に

つ

い
て
は
、

例
外
な

く

開
示
請

求

の
対
象
と

す

る
。
ま

た
、

現

行

の
決
裁
、

供
覧
等

の
手

続

が
終

了

し
た

も
の
と

の
要

件
を
廃

止
し
、

玉

猛
機

関

の
職

員
が
組
織

的
に
用

い

る
も

の
と

し
て

実
施

機
関

が
保
有
し

て

い
る
も
の
」

旨

の
規
定

に
変
更
す

べ
き
で

あ
る
と

考
え

る
。

４

請
求

権

者

の
範

囲

行

政
活
動

や
情
報

流
通

の
広
域
化
、

他

市

の
動

剛

寺
を
考
慮

す

れ

ば
制
限

す

る
必

要

性

に

乏

し

く

、
「
何

人

」

と

し

て
制
限
す

べ

き
で
な

い
と
考
え

る
。

５

非

開

示

情

報

（
開

示

・
非

開

示

の

枠

組

み

）

原
則

公

開
の
趣

旨
を

よ
り
明

確

に

す
る

た
め

、「
非
開
示

情

報

が
記

載

さ

れ
て

い
る
と

き

は
、
閣

不
し

な

い
こ

と

が
で
き

る
」
旨

の
規
定

を

『
非
開

示

情

報

が
記

録

さ
れ
て

い
る
と

き

を

除

き
、
開
示
し

な
け

れ

ば
な
ら

な

い
』

旨

の
規
定

に
変
更

す

べ
き
で

あ
る
と

考
え

る
。

６

非

開

示

情

報

（
法

令

秘

情

報

）

法

令
秘

の
規
定

の
中

に
、
法

定
受

託
事

務

に
関
す

る
明
示

の
指
示

が
あ

っ
た

場

合
を
規
定

す

る
こ
と

に
つ

い

て

は
、
そ

の
範
囲

を
明

確
に
定

義

す

る
な
ど

の
課
題

が
あ
り

、
引

き
続

き

検
討

す

る
。

７

非

開

示

情

報

（
個

人

情

報

）

現

行
条

例
で

は
、

プ
ラ
イ

バ
シ

ー

を
中

心
と

す
る
個

人

の
正

当

な
権

利

利
益

を
最

大
限

に
保

護
す

る
た
め

、

「
個
人

識
別

型
」
の
規
定

方

式
を
と

っ

て

い
る

。
こ

の
規
定
方

式
を
維

持

す

12 月11 日に行われた公文書公開審査会

る
こ
と

が
適

当
と
考
え

ら

れ

る

が
、
た
だ

し
書

の
規
定

と

も
合

わ
せ

引

き
続

き
検
討

す

る
。

８

非

開
示

情
報
（
法
人

情
報
）

お

お
む
ね

現
行
条

例

の
規

定

ど

お
り
と

考
え

る
。
現

行

条
例
で

は
規

定
さ

れ
て

い
な

い
任

意
提
供

情
報

に
つ

い
て

は
、
非

開
示

条
項

と
し
て

明

記
す

る
必
要

性

が
あ
る

か
に

つ

い
て
引
き
続
き
検
討
す

る
。

９

非

開

示

情

報

（
公

共

の

安

全

と

秩

序

維

持

情

報

）

基

本
的
に

は
、

現
行

の
規

定

ど

お
り
と

考
え

る

が
、
表

現
方
法

に

つ
い
て
引

き
続

き

検
討

す
る

。

1
0非
開
示

情
報
（
意
思

形

成
過

程
情
報
）

意
思
形
成
の
過
程
に

お
け
る
情
報
は
、
広
く

公
開
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
。
意
思
形
成
過
程
を

非
閣

不
と
す
る
に
は
、

具
体

的
か
つ
客
観
的
に

支
障
の
範
囲
を
限
定
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
望
ま
し
ぐ
、
拡
大
解

釈
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
規
定
す
る
必
要

が

あ
る
。
規
定
の
方
法
に

つ
い
て
は
更
に
引
き
続

き
検
討
す
る
。

1
1非
開
示
情
報
（
行
政

執
行
過
程
情
報
）

現
行
条
例
の
規
定
の

公文書公開審査会では、公文書公開制度の見直しに当た

って、直接市民の皆さんのご意見をいただき、今後の見直

しに反映させていきたいと考えています。下記により｢ 市

民の意見を聴＜会｣ を開催しますので、意見を述べたい人

は、事前にお申し込みください。

日時…1月14 日(日)午後3時～5時

会場…市役所本館2階大会議室

申し込み…１月10 日團までに、ハガギ・ファクスおよび電

話で、テーマ ー住所・氏名・電話番号を記入して､ 干271-

8588 松戸市根本38ﾜ の5　 松戸市総務課情報公開係( 昔

366 ―7305H8363 ―3200) へ

※傍聴できます。希望する人は、直接会場へ

【】皆さんのご意見をお寄せください

この中岡報告に対する市民の皆さんのご意見を募集してい

ます。情報公開制度について 、ご意見がありましたら次の

要領により提出してください。

〈提出方法〉

①テーマや様式は自由です。

②差し支えなければ住所・氏名・年齢を記入してください。

③郵送先・ファクスのあて先は｢ 市民の意見を聴く会｣ と

同じです〔ｅメール(mci  ty@intership.na jp) でも受け

付けます〕。

仕

方

が
あ

い
ま

い
で

あ
り

、
解
釈

の

範

囲

が
広
く

な
ひ

す

ぎ
る
お

そ

れ
が

あ

る
と
考
え

ら

れ
る

た
め

、
情
報
公

開

法

の
よ
う
に

具
体

的
に
記

述
す

る

こ

と

が
望
ま
し

い
。

な
お

、
具
体

的

な

例
示

及

び
表

現
方
法

に

つ

い
て

は

引

き
続

き
検
討

す
る

。

1
2非

開

示

情

報

（

国
等

協
力

関

係

情

報

）

地
方

分
権

が
推
進

さ
れ
て

い
る
今

日

の
段

階
か
ら

考
慮

す
れ

ば
、
こ

の

規

定
は

な
く
て

も
よ

い
と
考

え
ら

れ

る
が
、

他
の
非

開
示

情
報

の
規
定

と

も

考
え

合
わ
せ

て
、

な
お
引

き
続

き

検

討
す

る
。

1
3非

開

示

情

報

（

合

議

制

機

関

等

情

報
）

合
議

制
機
関

等

の
決
定

に
よ
り

開

示

、
非

関

不
が
判
断

さ
れ

る
こ
と

の

合

理
性

が
見

い
出
し

難

い
。
本

来

は
、

具

体
的

な
合

議
制
機

関
等

の
性
質

、

審

議
内

容
に
よ

っ
て

、
意
思

形
成

過

程

情
報

な
ど
他

の
非

開
示

条
項

に
照

ら

し
判
断

さ

れ
る

べ
き
で

あ
り

、
こ

の
規
定

は
削

除
す

べ
き
で

あ

る
と

考

え

る
。

1
4裁

量

的
公

開

〔
省

略

〕

1
5公

文

書

の

存

否

に

関

す

る

情

報

〔
省

略

〕

1
6開
示

請

求

の

方

法

フ

ァ
ク

シ
ミ
リ
、

電
子

メ

ー
ル
に

よ

る
請

求
に

つ

い
て
認

め

る
方
向
で

検

討
す

べ
き
で

あ

る
と

考
え

る

。
そ

の
場

合
に
は
、

現
実

の
対
応

の
可
能

性

、
正

確
性

な
ど
問
題

が
生

じ

な
い

よ
弓

十
分
に
検
討
す

る
必
要

が
あ
る
。

1
7決

定
手

続

〔
省
略

〕

1
8決

定

期
間

現
行

条
例

は
二
十
日

以
内

に

決
定

す
る
こ

と
と
し

て

い
る
。
現

状

の
運

坩

実
字

ぜ
考

原
す
る
必
要

も
あ
る

が
、

で

き

る
限
り
速

や

か
に
処
理

す

る
こ

と

が
望
ま
し

い
。

1
9事

案

の

移

送

〔
省

略

〕

2
0第

三

者

情

報

の
取

扱

い
〔
省

略
〕

2
1大

量

請

求
へ

の
対

応

〔
省

略

〕

2
2利
用

者

の

責

務

〔
省

略

〕

2
3開
示

の

方

法

〔
省

略

〕

2
4費
用

負

担

市

民
に
と

っ
て
利
用

し

や
す

い
も

の
で

あ
る
こ
と

が
必
要

で

あ
り

、
現

状
ど

お
り
複
写

費
用

の
み
負

担
と

す

べ
き

で
あ

る
と
考
え

る
。

2
5審

査

会

の

機

能

等

〔
省

略

〕

2
6文

書

管

理

情

報
公
開

制
度

は
、
必
要

な
文

書

が
作

成
さ

れ
、
保

管
さ

れ
て

い
て

こ

そ
機

能
す

る
も

の
で
あ
り

、
文

書
の

作
成

、
管

理
は

制
度

の
基
盤

で
あ

る
。

文

書

の
適
正

管
理

に
関
す

る
責

務
に

つ

い
て
条

例
上
に

お

い
て
明

確

に
す

る
必
要

が
あ
る
と

考
え

る
。

2
7情

報

公

開

の

総

合

的

な
推

進

市

が
、「
説
明

責
任
」
を
果

た
す

と

い
う

観

点
か
ら

も
、

開

示
請

求
を

待

つ
こ

と

な
ぐ
広

く
一

般
に
情

報

が
公

表

、
提

供
さ

れ
る
仕

組
み

を
充
実

し

て

い
く
こ

と

が
重
要

で
あ

る
。
そ

の

た

め
、

情
報
公

表
、

情
報

提
供
に

関

す

る
施

策
等

の
充
実

を
図
り

、
情

報

公

開

の
総
合

的
な
推

進
に
努

め

る
べ

き
旨

の
規
定
を
設

け

る
べ

き
で
あ

る

と

考
え

る
。

2
8附

属

機

関

等

の

会

議

の
公

開

審
議

会
等

の
会
議

の
公

開

は
、

情

報
公

開

の
総
合

的
な

推
進

の
一
環

と

し

て
位
置

づ

け
ら

れ
、
情

報
公

開

に

果

た
す

役
割

は
重
要

で
あ

る
。
し

た

が
っ
て

、
審

議
会
等

の
会

議
は
原

則

公

開
と

す
る
旨

を
明

ら
か

に
し
て

お

ぐ

必
要

が
あ

る
と
考
え

る

。

2
9出

資

法

人

等

の

情

報
公

開

市

の
出
資
法

人
等

に

つ
い
て

も
情

報

公
開

を
進

め
て

い
く
必
要

性

が
高

い
。
し

か
し

、
市

と

は
別

の
法
人

格

で
あ
り

、
そ

の
法

人

等

の
範
囲

、
公

開
方
法

等
に

つ

い
て

更
に
引

き
続

き

検

討
す

る
。

合

」
の
中
間

報
告

の
全
文

は
、
市

役

所
別

館

一
階
行

政
資
料

セ
ン

タ

ー

お
よ

び
各

支
所
で

配
布

し
て

い
ま

す

。
ま
た

、
市

の
ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ

ヽ
に

も
掲
載

し
て

い
ま
す

。

（
中
間
報
告
）
～
概
要
～

「市民の意見を聴く会」を開催します



動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に

動
物
の
飼
い
主
等
の
責
務
等

の
強
化

動
物
取
扱
業
（
動
物
の
販
売
・
保

管
・
貸
し
出
し
・
訓
裨

展
示
業
等
）

に
は
、
都
道
府
県
知
事
へ
の
届
出
義

務
が
課
せ
ら
れ
ま
し
た
。

み
だ
り
に
愛
護
動
物
を
殺
傷
し
た

者
に
は
、
一
年
以
下

の
懲
役
又
は
百

万
円
以
下
の
罰
金
、
み
だ
り
に
愛
護

動
物
を
虐
待
し
、
又
は
遺
棄
し
た
者

は
、
三
十
万
円
以
下

の
罰
金
等
罰
則

が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

固
松
戸
保
健
所
生
活
衛
生
課

公
3
6
1
・

監
査
結
果
を
公
表
し
ま
す

地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
二
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
1
2年

９
月
1
3日
付
け
を
も
っ
て
提
出
さ
れ

た

『
松
戸
市
職
員
措
置
請
求
書
』
に

つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

ひ
監
査
を
実
施
し
た
の
で
、
そ
の
結

果
の
概
要
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま

す
。

平
成
1
2年
皿
月
９
日

松
戸
市
監
査
委
員

同同同

中
西
　
　

務

川
村
　
幸
信

富
澤
　
凡
一

長
谷
川
　
満

○

自

治
法

違

反

の
本

土

寺

参

道

買

収

に
係

わ

る

措

置

請
求

１
　

請
求
の
要
旨

市
長
は
、
本
土
寺
の
所
有
す
る
土

地
三
千
百
八
十
二
・
九
六
平
万
メ
ー

ト
ル
を
五
億
六
白
四
十
二
万
六
百
四

十
円
で
松
戸
市
土
地
開
発
基
金
か
ら

購
入

す

る
際
、
市

議

会
の
議

決
を

得

な
い
こ

と
は
、

地
方

自
治
法

違
反

に

当

た
る

。
ま
た

、
専

決
処
分

と
し

、

公
金

支
出

後
も

そ

の
事

実
を
市

議

会

に
報

告
せ

ず
、

承
認

を
得

て

い
な

い

こ
と

は

、
違
法

な
公

金

支
出
で

あ
り

、

市
長

に

損
害

賠
償
を

求
め

る
。

２
　

監

査

の

結

果

（
監

査

委

員

の

判

断

）

松

戸
市

議

会
の
議

決
に
付

す

べ
き

契

約
及

び
財
産

の
取

得
又

は
処
分

に

関
す

る
条
例
第
三
条

の
規
定

に
よ
り

、

土
地

の
取

得

に
つ

い
て
議

会
の
議

決

が
必

要

と
な

る
も

の
は
、
予

定
価

格

が
五

千
ヵ
円

以

上
で

、
か

つ
、
面

積

が
一
件
五
平

平

万

メ
ー
ト

ル
以
上

の

も

の
に

限
る
と

さ

れ
て

い
る
。

本

件

土
地

の
取

得

の
場

合
は
、

購

入
金

額
五

億
六
百

四

十
二
万

六
百

四

十
円

で
五
千

万
円

以

上
に
該

当
す

る

が
、
面
積

三
千
百

八

十
二

・
九
六
平

方

メ

ー
ト

ル
と

一
件
五

千
平

万

メ
ー

ト
ル

を
超
え

て

お
ら

ず
、
地

方

目
治

フ・ン・ガ・イ「ふん」に

公園や道路に「ふん」を放置する飼い

主がまだ多く見かけられます。散歩の際

にはシャベルや袋を用意し 、ふんは必ず

持ち帰りましょう。

市では、犬のふんの被害にお困りの人

に無ｲ賞で啓発用看板を配布しています。

圖環境保全課環境衛生係a366 ―ﾜ336

法
第
九
十
六
条
第
一
項
第
八
号
の
規

定
に
よ
る
議
会
の
議
決
を
必
要
と
し

な
い
こ
と
か
ら
、
違
法
性
は
な
い
。

ま
た
、
本
件
の
場
合
は
議
会
の
議

決
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
か
ら
、
市

長
の
専
決
処
分
そ
の
も
の
が
存
在
せ

ず
、
し
た
が
っ
て
、
議
会
へ
の
報
告

義
務
は
な
く
、
承
認
を
求
め
る
必
要

も
な
い
も
の
と
判
断
す
る
。

以
上
の
と
お
り
、

い
ず
れ
も
請
求

人
の
主
張
に
は
理
由
が
な
い
こ
と
か

ら
、
松
戸
市
長
に
対
し
、
損
害
賠
償

を
求
め
る
理
由

が
な
い
も
の
と
判
断

す
る
。

○

憲

法

違

反

の

本

土

寺

参

道

買

収

に

係

わ

る

措

置

請

求

１
　

請

求

の

要

旨

市
長

は
、

本
土
寺

か
ら

そ

の
所

有

す
る
土

地
を

、
宗

教
法
人

法
第
三

条

第

三
号

に

い
う

「
参

道
」

と
し

て
維

持
管
理

す

る
目

的

で
買

い
受

け

、
維

持
管
理

し

つ
づ
け

て

い
る
こ
と

は
、

憲
法
第

八
十

九
条

の
政
教

分
離

の
原

則
に
違

反
し

、
こ

の
よ
う

な
憲

法
違

反

の
売

買
契

約
は

、
民
法

第
九

十
条

の
公
序

良
俗

違
反

で
あ

る
。
よ

っ
て

、

子育てを応援します
あなたも《子育てサポーター》

まつどファミリー･ サポート･ センター

提供会員を募集

市

長

が
支
払

っ
た

五
億

六
百

四

十
二

万

六
百

四
十
円

の
返

還

を
求
め

る
。

２
　

監

査

の

結

果

（
監

査

委

員

の

判

断

）

「
本
土
寺

参
道
」

の
歴

史
的

経
過

か
ら

判
断

す
る
と

、
明

治
初
期

に
お

い
て

道
路

は
無
番

地

（
赤

色
）

と
し

た
時

点
又

は
大
正

９
年

、
旧

道

路
法

に
よ

り
町
道

と
し

て
認
定

し
た

時
点

を
も

っ
て

、
宗
教
法

人
法

に
規

定
さ

れ
て

い
る

「
参
道

と
し
て
用

い
ら
れ

る
土

地
」
と

し
て

の
実
態

と
機

能
は

移
行

し
、
不

特

足
多
数

の
人
々

が
往

半

Ｔ
る
公
道

（
市
道

）

と
し
て

位
置

付

け

ら
れ

た
も

の
で
あ
り

、
現

在
は

交
通

量
調
査

の
結

果
か

ら
も
明

ら
か

な
よ

う
に

本
土
寺

周
辺

地
域
住

民
の

生
活

道
路

と
な

っ
て

い
る
。

本

工
寺

に
参
詣
于

る
た
め

の
参
道

、

す

な
わ
ち

宗
教
法

人
法

第
三
条

第
三

号
に

規
定

さ
れ
て

い

る
「
参
道

と
し

て
用

い
ら

れ
る
土

地
」

は
、
本

土
寺

の
仁
王

門

か
ら
本

堂
に
向

か

っ
た
場

所
を

指
す

も
の
で

あ
り

、
本
件

土
地

は

、
実
質

的
に

も
、
請

求
人

が
主
張

し
て

い
る
宗

教
法

大
法
同

条
同

号
に

い
う

「
参
道

と
し

て
用

い
ら

れ
る
土

育
児

の
援
助

を
行

い
た

い
人
と

育

児

の
援
助

を
受

け
た

い
人

か
ら

な
る

相
互

援
助

活
動

に
よ

る
会
員

組
織

、

「
ま
つ
ど

フ
ァ
ミ
リ
ー

・
サ

ポ
ー
ト

ー

セ

ン

タ
ー
」

が
、
活

動
を
開

始
し

て

か
ら
多

く
の
人

に
利
用

さ

れ
て

い
ま

す

。セ
ン

タ

ー
で

は
、

地
域

の
よ
リ

身

近

な
人
同

士
で

お
子

さ
ん

を
預
け

た

り

、
預

か
っ
た

り
で

き
る

よ
う

、
提

供

会
員

を
募

集
し
ま

す
。

提
供
会

員

は
、
育

児
援
助

活
動

に

理
解
と

執
荳

が
あ
り

健
康

な
市

内
在

住

の
人

で
、

特
に
資

格
は

必
要

あ
り

ま
せ

ん
。
入

会
に

際
し
、
入

会

説
明

会

お
よ

び
活
動

に
必
要

な

知
識

や
技

術
を
身

に
付

け
る
た

め
、

基
礎
研

修

会

に
参

加
し
て

い
た

だ
き

ま
す

。

地
」
で

は
な

い
。

ま
た

、
本
件
土

地

の
購
入
目

的

は
、

「

生
活

道

路
と

し

て

の
安

全

性

の

確

保
」
と

「
緑

地
の
保

全
」

を
図

る
た

め
の
も

の
で

あ
り

、
現
在

、
具

体
的

な
整
備
手

法

が
検
討

さ

れ
て

い
る
と

こ
ろ
で

あ
る

。

以
上

の
こ

と
か

ら
、
本

件
土
地

を

あ
え

て

宗
教
法

人
法

に

い
う
「
参
道

」

と
定

義
付
け

を
し

、
そ

の
違
法

性
を

主
張

し

て

い
る
こ

と
は
当

を
得
て

い

な

い
こ

と
か

ら
、
こ

れ
を

容
認

す
る

こ
と

は
で
き

な

い
。

し
た

が

っ
て
、
憲

法
第

八
十

九
条

の
政
教
分

離
原

則
違
反
に
当
た
ら

ず
、

ま
た

、
民
法

第
九

十
条

の
公

序

良
俗

違
反

に
も
当

た
る

も
の
で

は
な

い
と

判
断

す
る

。
よ

っ
て
、
松

戸
市
長

に

対
し
て

、
五

億
六
百

四
十

二
万

六
百

四

十
円

の
返

還
を

求
め

る
理
由

が
な

い
も

の
と
判

断
す

る
。

※
監
査

結
果

の
全
文

に

つ

い
て

は
。

行

政
資
料

セ
ン

タ

ー
で

閲
覧

が
で

き
ま

す

。

圖

監

査
委
員

事
務

局

登
3
6
6
・
７

３
８

種
目

…
基

礎
研

修
会

８

時
…
１

月
2
3日

㈹

、
２
月
2
1
日

倒
、

各

午
前

９
時

丿
分
～

午
後

５
時

会

場
・：
女

性
セ

ン

タ
ー

ゆ
う

ま

つ
ど

（
本
町

一
四

の

Ｉ
〇
）

内

容
…
相

互
援

助
活
動

の
基

本

・
交

流
会

・
事
例
研

究
会

圉
直

接
ま

た
は
電

話
で

、
ま

つ
ど
フ

ァ
ミ
リ

ー
・
サ

ポ
ー
ト

ー
セ
ン

タ

ー

公
3
3
0
・
2
9
4
1

耳

～

土
曜
日

の

午

前
９

時
か

ら
午
後

５
時

）

へ

入
会

説
明

会

は
提
供
会

員

・

利
用

会
員
と

も
に

、
毎
月

第
三

火
曜
日

午
後

３
時

か
ら

、
女
性

セ
ン

タ
１

ゆ
ｙ
つ
ま

つ
ど

で
開
催

し
て

い
ま

す
。
問

い
合
わ
せ

は
、

ま
つ

ど
フ

ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ

ー

ト

ー
セ
ン

タ
ー

ヘ

現在の厳しい経済状況や企業業績を反映して、本年度の新

規学卒者の就職機会は、例年にな＜制約されています。

これから社会に出発しようとする新卒者の期待にこたえ、

より多＜の人が意欲にあふれた職業生活が実現できるよう求

人と採用枠の拡大にぜひともご協力をお願いします。

新規学卒者（中学・高校 一大学・専門学校等）の採用計画

または採用枠の拡大がありましたら 、求人票などの資料を送

付します。

固松戸公共職業安定所求人企画部門S348-6100

新規学卒者求人の計画

ぱありませんカリ

新卒者に求人と採用枠

の拡大を！

平

成
1
3
・
1
4
年

度

松

戸

市

入

札

参

加

資

格

審

査

申

請

の

受

け

付

け

対
象

物
品
納
入

業
者

（
建

設
工
事

資
材

を
含
む
）
、
委
託

業
務

業
者
（
設

計

・
測
量

・
コ
ン
サ

ル

タ
ン
ト

を
含

む
）
、
建

設
工

事
業
者
（
建

設
業

者
の

み
で

物
品

納
入

業

者
及

び
委

託

業
務

業
者

を
除
ぐ

）
　

受
付
期
間

１
月
2
2

日
襾

～
２
月

３
日

蚩

（
各

土

・
日

曜

日
、

祝
日

を
除
ぐ

）
　

辱
付

時
間
午

前
９

時
～

‥
1
1
時
3
0
分
と
午

後
１

時
～

４
時
　

会
場

衛
生
会
館

三
階

会
議

室

※
申
丿
蠻

四
は
本
館

地
下

一
階
売

店

剛

で

譽

冗

二

部

五
百
円

）
し

て

い

ま

す
。

販

売
時
闇
午

前

９
時
～

午

後
４

時
3
0分
（
各

土

・
日

曜
日

、

祝

日
を

除
ぐ
）

※
資

格
は
二

年
間

有

刈
で

す

。

※
申

請
閃

容
に
変

更

が
あ
っ
た

場
合

に
は
、

そ
の
都

度
変
更

届

が
必
要

で

す

。

固

契
約
課

登
鰯
・
1
1
5
1

平

成
1
3
・
1
4
年

度

松

戸

市

簡

易

修

繕

（
営

繕

）

業

務

受

注

資

格

審

査

申

請

の

受

け

付

け

入

札

の
対

象

ど
な
ら

な

い
市

発
注

の
簡

易
修

繕

（
営

繕
）

業
務
を

希
望

す

る
業

者
の
登
録
を
お
こ
な

い
ま

す
。

登
録

を
希

望
す

る
市
内

業
者

は
申
請

を
し

て
く

だ
さ

い
。

た
だ
し

、
平

成
1
3
・
1
4年
度

の
人

札
参

加
資

格

審
査

申
請

を
さ

れ
る
業

者

を
除

き
ま
す

。

対

象
市
内

業
者

（
申
請

を
す

る
業

種

の
施
工

実
績

が
あ
り

、
技

術
ま
た

は
資

格

を
有
す

る
市
内

に
本

店
の
あ

る
法

人
お

よ

び
個
人
事

業
者
）
　

受

付
期

間
２
月
2
1
日

水
～
2
8
日

伽
（
上

・
日

曜
日

を
除
ぐ

）
　

受
付

時
間

午

前

９
時
～
1
1
時
3
0
分
と

午
後

１
時
～

４

時

会

場
衛
生

会
館
三

階
会

議
室

※
申
ｔ
蠻

に
は
契

約
課
で

配
布
し

て

い

ま
す

無

料

）
。

※
資

格

は
二
年

間
有

娚
で
す

。

圖

契
約

課

登
3
6
6

・
１

１
ｒａ
１

教

育

委

員
会

会

議

を

開

催

１
月
1
9日
蚩
午
後
２
時
か
ら
　
会

場
凩
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ
ル
五
階
会
議

室※
傍
聴
で
き
ま
す
。
議
案
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

固
教
育
奮

貝
会
企
面
管
理
室

容
3
6
6
・

標

準

小

作

料

が

決

ま

り

ま

し

た

本
年

度
は

、
農
地

の
賃

貸
借

を
さ

れ
て

い
る
人

が
小
作

料

の
目

安

と
し

て

い
る
、
標

準
小
作

料

の
改
訂

に
伴

い
、
松

戸
市

農
業
委

員
会

で
は

、
標

準
小

作
料
協

議
会

を
設
置

し
答

申
を

い
た

だ
き
ま

し
た

。

松
戸

市
農

業
委
員

会
1
2
月
定

例
総

会
で

、
そ

の
答
申

に
つ

い
て
審

議
を

行

い
、
次

の
と
お
り

決
定

し
ま
し

た

の
で

お
知
ら
せ

し
ま

す

。

平

成
1
3年

１
月

１
日

か
ら
適
用

開

始
と

な
る
標

準
小
作

料

は
、
十

ア

ー

ル
当

た
り
年

額
で

、

田
…
二
万

一
エ
ト
円

畑
…
二
万

二
千

円

と
な
り

ま
す

。

※
市
街

化
調

整
区
域

の
み

に
適
用

さ

れ
ま
す

。

※
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

固
農

業
委
員

会
事

務
局

昔
揃
Ｔ

７
３

父

子

家

庭

の

児

童

養

護

費

を

助

成

し

ま

す

対
象

婚
姻
解

消

∴
北
亡

・
生
死
不

明
等

の
た

め
、
母

に
養

育
さ

れ
て

い

な

い
十
八
歳

以
下

の
児
童

を
養

育
し

て

い
る
父

が
、
出
張

・
病
気

・
入

院

な
ど

の
事

情
で

一
時
的

に
児
童

の
養

育

・
世
話

を
家
政

婦
な

ど
に
委

託
し

報
酬

を
支
払

っ
た

場
合

（
義
務

教
育

終
了

前
の
児

童

が
一
人
以

上

い
る
こ

と

。
所

得

制
限
あ

り
）
　

助

成
Ｒ
薮

一
ヵ

月
五
日

以
内
　

助

頑
額
一
日

七

千
六
百

円

（
一
時

間
九
百

五
十

円
）

を
限

度
　

必

苔
詈
類
費
用

の
明

細

書

（
領
収
書

）
・
所

得
証

明

書

・
そ

の
他

必
要

書
類

固
児

童
福

祉
課

給
付
係

公
3
6
6
・
７
３

提
供
会
員
研
修
会

から

が
施
行
さ
れ
ま
し
た

動
物
取
扱
業
の
規
制

動

物

の
飼

い
主
等

は
、
命

あ
る
も

の
で

あ

る
動

物

の
所
有

者

等
と

し
て

の
責

任
を

十
分

に
皀
覚

し
、

そ
の
動

物

を
正

し

く
飼
う

こ
と

に
よ
り

、
動

物

の
健
康

を
守
り

、
ま

た
人

に
危
害

を
加

え
た

り
、

迷
或
雀
々
を
か

け
な

い

よ
う

に
努

め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ

ん
。

罰
則

規
定
の

改
正

関
す
る
法
律



［
］
乳

が

ん

検

診

※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です

匣

当
日

会

場
で

目

保

健
福
祉

課

登
3
6
6
・
７
４
８

ワ

【
】
愛

の

献

血

（
献
血

推

進

協

議

会

）１
月
５
日
銜
・
ワ
日
口

各
午
前
1
0

時
人

日
時
4
5分
と
午
後
１
時
～
４
時

会
場
伊
勢
丹
松
戸
店
前

固
保
健
福
祉
課

昔
3
6
6
・
ワ
４
８
７

［
］
予

防

接

種

の

お

知

ら

せ

平
成
1
2
年
1
0
月
１

日

～
‥
‥
月
3
0日

生
ま

れ
の
人

に
予

防
接

種
の

通
知

書

を
平

成
1
3
年
１

月
上
旬

に
送

付
し

ま

す

。表
１

・
表
２

に

該
当

す

る
人
は

、

保
健

福
祉

課

・
各
保
健

福
祉

セ
ン

タ

ー

・
各
支

所
の

市
民
健

康
相

談
室

で

申
し

込
む

か

、
ハ

ガ

牛
記
入

要
領

を

参
照

し
申

し
込

ん
で

く
だ

さ
い

。

※
児

童

・
生
徒

が
受

け
る
日

本
脳

炎

第

二
期

・
第

三
期

、
Ｄ
Ｔ

第
二

期

は

乳
幼

児
期
匸

受
け
た
予

防
接

種

の

追
加

接
種
と

し
て

行

い
ま
す

。

追

加
接

種
を

受
け

な
い
と

少
し

ず

つ

抗
体

が
減

っ
て

し
ま

い
ま

す
の

で

、
体

調
の

良
い

時
匸

受
け
よ

し

ょ
う

。

※
予
防
接
種
は
、
生
後
三
ヵ
月
に
な

ら
な
い
と
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

圈
保
健
福
祉
課
予
防
衛
生
係
ａ

叩

7
4
8
4

「

」
こ

こ

ろ

の

家

族

相

談

室

１

月
2
0
日
出

午
前
1
0
時
～

午
後
４

時

会
場

ふ
れ

あ
い
2
2
（
健
康
福

祉

会
館
）
　
内
容
松
戸

市
精
神
障
害

者
家

族
会

土
曜

会
会

員
に
よ

る

相
談

（
秘

密
厳
守
）
　
対
象
こ
こ

ろ
の
病
の
人

を

抱
え

る
家

族
　

費
用

無
料

※
同
日

・
同
時

間
に

電
話
で

の

相
談

お

受
け

付
け

ま
す

（
こ
こ

ろ
の

家

族

相
談

室

登
3
8
3
・
5
5
5
1

）
。

※
毎

月
第

三
土

曜
日

に
相

談
を

受
け

付

け
ま

す

。

固

松
戸
市

精
神

障
害
者
家

族
会
土

曜

会

・
武
井

登
3
6
2・
8
2
1
5

予診票を持 つていない下記の人

ＯＤＴ第2期…小学６年生以上13 歳未満

で接種していない人

○日本脳炎第2期…小学４年生以上13 歳

末満で接種し ていない人

○日本脳炎第3期…中学３年生以上16 歳

未満で接種し ていない人

○風しん…中学2 年生以上16 歳未満で接

種し ていない人

［
］
男
性
の
健
康

づ
く

り
講
座
「
ク

ッ

キ
ン

グ

＆

ウ
ォ

ー
キ

ン

グ

」

日　時 内　容 講　師 持ち物

1/17 ㈲

午前9時50 分～

午後2時

男性にもできる

簡単クッキング

講話と調理実習

保健福祉課

・保健婦 、

栄養士

エプロン ・三角

きん ・ふ きん2

枚・筆記用具

1/24㈲

午前9時50 分～

午後〇時30 分

ウォーキング

講話と実技

健康増進セ

ンター運動

指導員

動きやすい服

装と靴

会場常盤平 保健福祉セン ター（ふれあい22 内） 対象

健康づ＜りに 関心のあるおおむ ね40 歳以上 の男性で2

日間とも 参加 できる 人　定員先着40 人　費 用無料

圃
電
話
で
常
盤
平
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー

容
3
8
4
・
1
3
3
3

へ

［
］
市

長

と

外
国

人

と

の

懇
談

会

１
月
2
1日
脚
午
後
１
時
3
0分
～
３

時
　
会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ

ど

内
容
ま
つ
ど
国
際
文
化
大
使
（
十

二
力
国
、
十
五
人
）
と
松
戸
市
長
が

市
政
や
暮
ら
し
に
つ
い
て
語
り
ま
す

定
員
先
着
五
十
人

費
用
無
料

圃
１

月
1
2日
銜
ま
で
に
、
電
話
で
紂

松
戸
市
国
際
交
流
協
会
（
市
役
所
新

館
五
階
、

登
3
6
6
・
ワ
３
１
０
）
へ

【
】
初
詣

歩
け

歩

け
会

１
月
１
日
竕
東
漸
寺
本
堂
前
（
Ｊ

Ｒ
北
小
金
駅
南
口
徒
歩
五
分
）
午
前

８
時
3
0分
集
合
　
午
前
９
時
ス
タ
ー

ト
、
正
午
解
散
予
定
　
コ
ー
ス
東
漸

寺
～
本
土
寺
～
広
徳
寺
～
赤
城
神
社

～
蘇
羽
鷹
神
社
～
幸
谷
観
音
～
日
枝

神
社
（
山
王
公
園
）
～
八
坂
神
社

費
用
無
料

圃
当
日
会
場
で

圖
珪

暑

導
委
員

細
野
ａ
叩

２

？
５
９

【
】
松

戸

・
鎌

ケ

谷
特

殊
教

育
作

業

学

習

作
品

展

１

月
口
日
㈲
～
1
9日
脂
午
前
1
0時

～
午
後
３

時
3
0分

会
場
鎌
ヶ
谷
市

役
所
ロ
ビ
ー
　
内
容
作
業
学
習
で
の

作
品
（
木
工

・
裁
縫
・
ケ
ー
キ
・
野

菜
等
）
を
展
示
・
販
売

圖
松
戸
匝

立
第
四
中
学
校
・
藤
田
公

8
7・
5
3
1
1

3
【
】
松
戸

市

小

中

学
校

教

員

展
覧

会
書
道
＝
１
月
７
日
脚
～
2
0日
出
午

前
1
0時
～
午
後
６
時
（
初
日
は
午
後

１
時
か
ら
）
　
美
術
＝
１

月
回
日
㈹

～
２
月
４
日
脚
午
前
1
0時
～
午
後
６

時
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

会
場
ア
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
ま
つ
ど
（
伊

勢
丹
松
戸
店
新
館
九
階
）
　
内
容
市

内
小
中
学
校
教
員
の
書
道
・
美
術
作

品
展
　
費
用
無
料

圜
社
会
眞

月
課
市
民
文
化
係
四
叩

「
」
世

界

ふ

れ

あ

い
コ
ン

サ

ー
ト

「
大
草

原

が
育
ん

だ
旋

律
～
馬

頭

琴

の

魅

力

」

１
月
2
7日
出
午
後
２
時
～
３

時
3
0

分
　
会
場
市
民
劇
場
　
内
容
馬
頭
琴

・
揚
琴

二
心
果
に
よ
る
演
奏
　
曲
目

赤
と
ん
ぼ
、
里
の
秋
な
ど
　
定
員
百

五
十
人
（
抽
選
）
　
費
用
無
料

※
柿
ノ
木
台
小
学
校
児
童
も
出
演

Ⅲ

１
月
1
2日
窗
【
必
着
】
ま
で
に
、

往
復
ハ

ガ
半
に
住
所

・
氏
名
・
電
話

番
号
・
希
望
人
数
（
ハ
ガ
牛
一
枚
に

付
き
二
人
ま
で
）
を
記
入
し
て
、
干

2
7
1

－
8
5
8
8

松
戸
市
根
本
三
八
七

の
五
松
戸
市
役
所
内
　
紂
松
戸
市
国

際
交
流
協
会
コ
ン
サ
ー
ト
係
（
四
3
6
6

・
7
3
1
0

）
へ

「
」
星

空

観

望

会

１

月
1
3
日

出
午

後
ら
時

か
ら

牟

後
５

時
3
0
分

開
場
）
　

会
場
市

民
会

館

プ
ラ

ネ
タ
リ

ウ
ム

室
等
　

内

竇

プ

ラ
ネ
タ

リ
ウ

ム
見

学
の

後

、
屋
上
で

天

体
望

遠
鏡

を
使

い
土
星

・
木

星

・

星

団
を

観
望

（
雨
や

曼
リ

の
場

合
は

プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

見
学
の
み
）
　
定

員

先

着
八

十
人
　

費
用

無
料

※
団
体

（
二

十
人
以

上
）

は

ご
相
談

く
だ

さ
い

。

圃

電

話
で
市

民
会
館

プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ

ム

室

昔
3
6
8
・
1
2
3
7

へ

「
」
三
世

代

ふ

れ

あ

い
教

室

「

わ

ら

と

竹

を

使

っ
て

花

び

ん

を

つ

く

ろ

う
」

１
月
仰
日
日

午
前
1
0時
～

午
後
０

時
3
0分
　
会
場
新
松
戸
市
民
セ
ン

タ

ー
　
内
容
お
じ
い
さ
ん
か
ら
昔
の
知

恵
を
学
ぶ
　

対
象
幼
稚
園
児
・
小
学

生
と
そ
の
親
　
持
ち
物
ハ
サ
ミ
　

費

用
五
百
円
（
親
子
一
組
）

圃
電
話
で
松
戸
子
ど
も
劇
場
・
兼
松

登
3
8
6
・
9
1
5
4

へ

［
］
借
地

借

家

の

無

料
相

談

１
月
９
日
㈲
午
後
１

時
～
４
時

会
場
勤
労
会
館

※
契
約
書
等
が
あ
れ
ば
ご
持
参
を

譖
松
戸
借
地
借
家
人
組
合
・
矢
枦

登

4
5・
3
5
4
8

3

［
］
朗

読

を

き
く

か

い

１
月
1
0日
伽
午
前
1
0時
九

卜
時
3
0

分

会
場
ふ
れ
あ
い
2
2（
健
康
福
祉

会
館
）
　
内
容
松
戸
市
朗
読
奉
仕
会

会
員
に
よ

る
朗
読
「
鹿
踊
り
」
宮
沢

賢
治
著
ほ
か
　
対
象
障
害
者
手
帳
を

持
っ
て
い
る
人
お
よ
び
そ
れ
に
準
ず

る
人

（
付
き
添
い
の
人
と
一
緒
の
参

加
も
可
）
　
費
用
無
料

圖
健
康
福
祉
会
館
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー

昔
3
8
3
・
7
1
1
1

囲
3
8
3
・
７
８

「

」
自

分

だ

け

の

オ

リ

ジ

ナ

ル

ミ

ニ

マ

フ

ラ

ー

を

作

っ

て

み

よ

う

１

月
1
3日

比
午

前
1
0
時
～
正

午

会
場

二
十
世

紀

が
丘
市

民
セ
ン

タ

ー

対

象
小

学
二

年
生
以

上
　

定

員
先
着

二

十
人
　

持
ち
物

極
太

毛
糸

・
ハ

サ

ミ
　

費
用

無
料

圃

電
話
で
常

盤
平
児

童
福
祉

館

四
3
8
7

・
3
3
2
0

（
月
曜
休

館
）
へ

【

】
史

跡

・

七

福

神

め

ぐ

り

１

月
ワ

日

約
午

前
1
0
時
新

京
成
常

盤
平

駅
北

口
集
合

、
午

後
４

時
解

散

予

定

（
雨
天

の
場

合
は
１

月
1
4
日
日

）

内

容

祖
光

院
～

金

谷
寺
～

福

昌
寺
～

常
真

寺
～

広
徳
寺

～
慶

林
寺

の
コ

ー

ス
約
十

ご
を
徒
歩

で
約

五
時

間
半

か

け
て

巡
る
　

持

ち
物
昼

食
　

費
用

三

百
円

圃
当

日

会
場
で

団

松
戸

史
昊

下

松

田

四
叩

１
７

【

】
交

通

事

故

無

料

相

談

室

齟
日

本
損

害
保

険
協

会
で

は

、
自

動

車

保
険

請
求
相

談
セ
ン

タ

ー
を

設

置
し

、
自
動

車
損

害
賠

償
責

任
保

険

や

任

意
自

動
車
保

険
の

請
求

に
つ

い

て

、
ご
相

談
に

応
じ
て

い
ま

す

。

相

談
日

時
月
～

金
曜

日

（
祝
日

を

除

く
）
午

前
９

時
3
0分

～
正

午

、
午

後
１

時
～
４

時
4
0
分
　

会
場

柏
自

動

車
保

険
請

求
相

談
セ
ン

タ

ー

（
柏

市

柏
二

の
五

の
七
住

友
生

命
ビ

ル
内

）

※
電
話
で
の
相
噐
石

受
け
付
け
ま

す
。

圖

柏

自
動

車
保
険

請
求
相

談
セ
ン

タ

ー

容
０
４

７
１

・
6
4
・
０
１
（
μ
り１

【
】
ご

み

ツ

ア

ー

私
た

ち

が
毎
日

生
活
し

て
い

く
上

で
出
し

て
い

る
ご
み

が

、
ど
の
よ

う

に
処

理
さ
れ

て
い

る
の

か
を
知

っ
て

い
た
だ

く
た

め

、
清
掃
施

設
の

見
学

会
を
行

っ
て

い
ま

す
。

実

施
日

時
毎
月

第
二

水
曜
日

午
前

８

時
5
0
分
～

正
午
　

コ

ー
ス
市

役
所

地
下

玄
関

（
集
合

）
～
日

暮
ク

リ

ー

ン

セ
ン

タ

ー
～
資

源
リ
サ

イ
ク
ル

セ

ン

タ

ー
～
和

名
ヶ

谷
ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー
～

市
役

所

（
解
散

）
　

対

象
市

内
在

住
の
人

（
乳

幼
児

の
参
加

は
不

可
）
　

定

員
先
着

二
十

人

（
申

し
込

み
人
数

が
十
人
以
下
の

場
合
は
中

止
。

な
あ

、
よ

以

上

の
団

体
に
つ

い
て

は
別

途
申

し
込
み

可
）
　

費
用

無
料

※
現

在
１

月
ｍ

日
ヽ

２

月
膕
日

分
を

受

け
付

け
て
い

ま
す

。

圃

実
施

希
望
日

の
五
日

前
ま

で
に

、

電

話
で
環

境
計

画
課

爨

。一
・
ワ

３
３

２

へ

【
】
二

十

一
世

紀

の

書
画

芸

術

の

サ
ジ

ェ

ッ

シ

ョ
ン

１
月
５
日
～
２
月
2
8日
の
水

・
金

・
日
曜
日
、
吝
午
後
１
時
～
４
時

会
場
源
川
彦
峰
美
術
館
（
西
馬
橋
）

費
用
入
場
無
料

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

圖
源
川
彦
峰
美
術
館

登
3
4
3
・
9
9
6

921世紀の森と広場パークセンターの催し物

【
】
健

康

カ

ラ

オ

ケ

コ

ン

テ

ス

ト

ー
月
1
6
囗

㈹

、
２

月
2
8日

叫

３

月
2
7日

㈲

、
４

月
2
4
日
㈲

午
後

ら
時

～
９

時
　

会

場
市

民
劇
場
　

費
用
入

場

無
料
（
出

場
す

る
場

合
は
二

千
円

、

予

約
不

要
）

※
１

月
1
6
日

は
紅

白
ま
ん

じ

ゅ
う
を

先
着

百
人

に
進
呈

し
ま

す

。

題

健
康

カ
ラ

オ
ケ
普
及

会

・
冨
永

公

13
4
．ｎ
べ）冖ｎ
‥｝ｎ
／」３

【
】
新
春

初

踊

り

街
の

カ
ラ

オ
ケ

道

場

歌
の

祭
典

１
月
ワ
日
脚
・
膕
日
日
各
午
前
1
0

時
～
午
後
ら
時
　
会
場
市
民
会
館

内
容
民
踊
と
歌
謡
曲
の
集
い
　
費
用

入
場
無
料

目
光
伸
歌
謡
サ
ー
ク
ル

ふ

川
a
3
6
8

・
8
6
4
0

【
】
介

護

ミ

ニ

教

室

と

無

料

相

談

会

１

月
1
5日

㈲
2
9

日

㈹
、
雨
介

護

ミ

ニ
教

室
＝

午
後
１

時
～
２

時
5
0分

②
無
料

相
作
図

＝
（
相
談

時
間

一
人
五

十
分
）

＝
午

前
1
0
時
～

午
後
３

時

会
場
松

戸
栄

暮

匕
し
の

相
談
セ
ン

タ

ー

（
松

戸
栄

郵
便

局
ビ
ル

ニ

階
）

対
応

者
介
護

福
祉

士

・
社
会

福
祉
士

定
員

い
ず

れ
も
先

着

①
（

人

②
四
人

圖

電
話
で
松

戸
栄
蟇

にり
し
の

相
談
セ

ン

タ

ー

昔
3
6
0
・
6
6
1
2

へ

二　　 行 事 名　 ’卜 日 時 ゛講 師 定員/費用

自然観察会「冬鳥ウオ

ツチング」

1/20fctう午前10

時～正午

山陶鵬類研究所

鶴見みや古氏

30人

無料

園芸教室「冬のガーデ

ニング～庭木の手入れ」

1/21(1日許 後1時

30 分～3時

みどりの相談員

青島尚祐氏

40人

無料

みどりの講習会「 バラ

～美しい花を咲かせる

ための冬の管理」

1/27(よ)午後1時

30 分～3時30 分

バラ研究家

岩浪孝氏

45人

無料

園芸教室「家庭で育て

る花梅の品種」

1/28(Eﾖ)午後1[持

30 分～3時

みどりの相談員

渡辺重吉郎氏

40人

無料

園芸教室「クリスマス

ローズの品種と育て方」

2/4 ⑤午後1[持

30 分～3 時

みどりの相談員

丸尾三恵子氏

40人

1,000円

(材料費)

自然を楽しむ’わ’

「冬の自然まるごとウ

オツチング」

2/8 ㈲午前10

時～正午

自然解説員

川端祥子氏、

首藤美恵子氏

30人

無料

会場いずれもパークセンター

圃 電話でパークセンターO345-8900 へ洗 着 順）

健
　
康

実施日等 会　場 対象 費用

1/11W 受付

時
間
午
後
２
時
Ｓ
２
時30

分

常盤平保健福祉センター 市内

在
住
の
三
十
熾
以
上
の
女
性

百円

（生

活
保
護
世
帯
・
市
民
税

非課

税
世
帯
・
老
人
医
療
対
象
者

は無

料
）

12廊 中央保健福祉センター

15(月) 中央保健福祉センター

17冰）

2釧

常盤平保健福祉センター

小金保健福祉センター

2邨 中央保健福祉センター

25團 新松戸市民センター

2/1 困 小金保健福祉センター

情報

チャンネル

① 平成12 年10 月1 日～11 月30 日生まれ

で12 月15 日以降に住民登録をし た人

② 予診票を持 つていない下記の人

○ツベルクリン反応・ＢＣＧ･･･３ヵ 月以

上4 歳未満で接種し ていない人

○ポリオ…3 ヵ月以上ﾜ 歳6 ヵ月未満で2

回歛んでいない人

ＯＤＰＴ…３ヵ月以上7 歳6 ヵ月末満で4

回接種していない人

○麻しん･ 風しん…1 歳以上ﾜ 歳6 ヵ月未

満で接種していない人

○日本脳炎…3 歳以上ﾜ 歳6ヵ 月未満で3

回接種していない人

表1

劣２

ﾊ ガキ記入要領( おもて)ﾊ ガキ記入要領（うら）

催
 
し
 
物



［
］
戦

時

中

の

食
事

体

験

講

座

２
月
1
0日
倒
午
前
1
0時
3
0分
～
午

後
２
時
　
会
場
市
民
会
館
料
理
教
室

内
容
す
い
と
ん
（
大
根
・
か
ば
ち
ゃ

・
じ
ゃ
が
い
も
入
り
）
と
小
麦
ま
ん

じ
ゅ
う
等
の
戦
中
・
戦
後
の
食
糧
難

時
代
の
食
事
を
参
加
者
が
共
同
で
調

理
し
再
現
。
食
べ
な
が
ら
、
講
師
か

ら
当
時
の
話
を
聞
く
　
講
師
新
松
戸

郷
土
資
料
館
館
長
・
大
井
弘
好
氏

定
員
先
着
五
十
六
人

費
用
無
料

※
学
生
・
親
子
の
参
加
も
大
歓
迎

圃
電
話
ま
た
は
直
接

、
総
務
課
総
務

係
（
市
役
所
新
館
四
階
容
3
6
6ワ
３

０
５

）
へ

［
］
総

合

国

際

セ

ミ

ナ

ー

「

二

十

一

世

紀

の

国

際

社

会

と

女

性

」

２

月
２

日

㈹

・
９

日

脯

・
2
7日

㈹

各

午
前
１１

時
～

午
後
３

時
　

会
場
千

葉

県
女

性
セ
ン

タ

ー

（
柏
市

）
　

内

容

女
性

問
題

も
多
種

多
様
化

す

る
現

代

、
諸
外

国
の

状
況

を
学
び

、
国
際

的

視
野

を
広

げ
女
性

の
エ
ン

パ

ワ
ー

メ
ン

ト

を
図

る
　

対

象
県
内

在
住

・

在

勤
の
人
　

定
員
各

回
六
十

人

（
抽

選

）
　

費
用

無
料

圃
１

月
2
5
日
杳

さ

に

、
電
話
で
千

葉

県
女

性
セ
ン

タ

ー

容
０

４
７
１

・

扣

・
8
6
0
2

へ

［

］
青

少

年

教

室

「

親

子

で

考

え

よ
う
地
球
の
未
来
！
」

環

境
を

大
切

に
す

る
た

め

、
日

常

牛
活

で
の
工

夫
を
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

日

時
１

月
2
7日

出

①

午
前
1
0
時
～

午

後
１

時

②

午
後
６

時
～
８

時
　

会

場

①
市
民

会
館

料
理

教
室

②

青
少

年

会
館
　

内

容

①
エ

コ

ク

ツ
半

ン

グ
の

す

す
め

（
ハ

ン

パ

ー
グ

ー
サ

ラ

ダ

ー

ゼ
リ

ー
）

②
ス

タ

ー
ウ
オ
ッ

チ
ン

グ

～
親

子
星

空
観

察
会
　

講

師

①
蝠

尸

友

の
会

②
中
学

校
教

諭

・
中

村

雅
喜

氏
　

対
象
小

学

三
年

生
以
上

の

親
子

定

員
各
先

着
十

五
組
　

費
用

①
材
料

費
千

円

②

無
料

圃

電
話
で

青
少

年
会
箆

一一
叩
8
5

5
6

へ

［

］
健

康

生

活

セ

ミ

ナ

ー

「

女

性

の

こ

こ

ろ

と

か

ら

だ

」

１

月
2
7
日
倒

、
２

月
４
日

剛

・
1
0

日
比

各
午

前
‥囗
時
～

午
後
３

時

（
２

月
４

日
の

み
午

後
１

時
～
３

時

）

会
場

千

葉
県
女

性
セ
ン

タ
ー

（
柏
市

）

内

容
自
分

の
か

ら
だ

の
仕

組
み

・
個

性

・
リ

ズ
ム

ー
症
状
に
つ
い

て
学

び
、

明

る
く
生

き
生

き
と

し
た

生
活

を
送

る
た

め
の

健
康

講
座
　

対

象
県

内
在

性

・
在
勤

の
人
　

定
員
各

回
六

十
人

（
抽

選
）
　

費
用

無
料

圃
１

月
1
6
日
火

ま
で
に

、
電

話
で
千

葉

県
女
性

セ
ン

タ

ー

昔
０

４
７

１

・

4
0・
8
6
0
2

へ

【】松戸地域職業訓練センター（テクノ 21)講座

講 座 名 日　　　時 定員・費用

パソコン講座

はじめての

Windows

1/9 ㈲・10團・16㈹・17㈲

23 ㈲・24冰)・30W ・31㈲

①午前9時30 分～午後O時30分

と②午後1時30 分～4時30 分

各10人

24,000円

(20,000 円)

Word を使

った文章作

成講座

1/2(㈹2 社
午前9時30分～午後4鮒 ○分

8人

12,000円

(10,000 円)

高齢者向け

パソコン講座

パソコンを使

ってみよう
対象60歳以

上の人

1/11困 ・12銜
午前9時30分～正午

5人

ﾜ,000円

マッキントッ

シュ講座

初心者入門

講座

1/18團 ・19銜・25㈲・26銜

午前9時30分～正午

5人

15,000円

［
］
社

交

ダ
ン

ス

体

験

講

習
会

１
月
６
日
～
２

月
2
4日
の
毎
週
土

曜
日
〔
全
八
回
〕
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
小
金
原
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容

１
月
中
は
ル
ン
バ
と
ワ
ル
ツ

ー
２
月

は
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
と
タ
ン
ゴ
の
基
本

ス
テ
ッ
プ
　
費
用
一
回
五
百
円

（
初

回
無
料
）

凹
パ
ピ
ヨ
ン
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

・
高

木

昔
3
4
3
・
1
6
3
2

圃12 月25日（月）午前9時から、費用を添えて直接松戸職業訓練センター

（松戸市小金原1の19 の3a349-3200) 窓口へ

※費用のうち（　）内は当会員事業所または当団 体会員メン バーの場合

です。受付開始時に定員を超えた場合は抽選となります。

【
】
初

級

日

本

語

教

室

（
外

国

人

対

象

）

〔
昼

の
部

〕
月

曜
日
＝
１

月
1
5
日
～

３

月
2
6日

、
水
曜
日

＝
１

月
口
日
～

３

月
2
1日

、
金
曜
日

＝
１

月
1
9日
～

３

月
2
3
日
ヽ

日

曜
日

＝
１

月
2
1日
～

３

月
2
5
日

〔
各
全
十

回
〕

午
前
1
0
時

～

正
午

〔
夜

の
部

〕
火

曜
日
＝
１

月
1
6
日
～

３

月
2
7
日
ヽ

木

曜
日

＝
１

月
1
8日
～

３

月
2
2
日

〔
吝
全
十

回
〕

午
後
ワ

時

～
９

時

会゙

場
市
役

所
研

修
室

・
文

化

ホ

ー
ル

ほ

か
　

内

容
日

常
会

話
初

級
程
度
　

対

象
市
内

お
よ

び
近

隣
に

在

住

・
在
勤

‘
在
学

の
外

国
人
　

費

用

二
千

円

（
会
員
は

千
円

。
別

途
教

材
費
四
千

五

百
円

程
度
）

※
お
近

く
の
外

国
人

に
お

知
ら
せ

く

だ

さ
い

。

圉
直

接
、
拊
松

戸
市

国
際
交
流

協
会

吊

役
所

新

館
五
館

、
ａ

叩
7
3

1
0

）
へ

「
」
明

日

の

親
の

た
め

の

学

級
～

「

ア
フ

タ
ヌ

ー
ン

テ

ィ

ー
パ

ー

テ

ィ

ー

企
画

」

日時 会場 内　 容

1/30W
午
後
ワ
時
～

９

時

女
性
セ
ン
タ
ー

ゆ
う
ま
つ

ど
実
習
室

「部屋を彩る」テーブルアレン ジメントフラワ ー

講師生け花研究家・鳥井美恵子氏

2/6 ㈹
「おし ゃれな紅茶」ティーパーティ ー・マナー

講師ブ ルックボンド ハウス・中尾和子氏

「我家の手作り菓子」 ザッハートルテ 、トリュフ

講師高橋貴美代氏
13(火)

対 象新婚 ・未婚の男女 （30 歳までの人を 優先）で全回出席で きる人

定 員先 着20 人　 費用3,000 円（材料費）

圃
電
話
で
青
少
年
会
館

容
3
4
4
・
8
5

5
6
へ

【
】
平
成

１３

年

度

看
護

学

生

（
看

護

科

三

年

課
程

）

を

募

集

願
書
受
付
期
間
１
月
９
日
㈹
～
1
2

日
叫

午
前
８
時
3
0分
～
正
午
と
午

後
１

時
～
５
時
　
試
験
日
１

月
2
7日

倒

二

次
試
験
）
　
受
験
資
格
大
学

受
験
の
資
格
が
あ
る
人
　
募
集
人
数

四
十
人

※
入
学
案
内
（
有
料
）
配
布
中

固
里

立
病
院
附
属
看
護
専
門
学
校

容

3
6
.
4
4
4
4

「
」
竹
の

吟

遊
詩

人
「
竹

鼓
舌
（
ち
こ

た

ん

）
新

春

フ

ァ
ミ

リ

ー
コ

ン

サ

ー

ト
」

１
月
1
4日
臼
午
後
２
時
～
３
時
3
0分
　
会

場
青
少
年
会
館
　
内
容
演
奏
グ
ル
ー
プ
「
竹

鼓
舌
」
に
よ
る
自
作
の
竹
を
使
用
し
た
楽
器

に
よ
る
幻
想
的
サ
ウ
ン
ド
　
定
員
先
着
八
十

人
　
費
用
無
料

圉
電
話
で
青
少
年
会
館

登
洲
・
8
5
5
6

へ

【
】
柿

ノ

木
台

公

園

体

育

館

ト

レ

ー

ニ
ン

グ
機

器

操

作

講

習
会

１
月
糒
日
脚
・
2
8日
日
午
前
1
0時

～
正
午
　
会
場
柿
ノ
木
台
公
園
体
育

館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
　
対
象
十
六
歳

以
上
の
人
　

持
ち
物
運
動
着
・
上
履

き
　

費
用
無
料

圃
当
日
会
場
で

圜

ス
ポ
ー
ツ
課

容
3
6
3
・
9
2
4
1

［

］
小

金

新

春

親

子

マ

ラ

ソ

ン

ー

月
２

日

㈲
午

前
ｍ

時
ス

タ
ー
ト

〔
雨
天
の

場
合
３

日

米
〕
　
会
場

小

金

北

小

学
校
　

種
目

て

口
の
部

（
小

学

一
上

二
年
生

）
△
二
♂

の

部
（
小

学
四

～

六

年
生

、
中
学

生
女

子

、
一
般
女

子
）
・
五

ご
の
部
（
中
学

生
男

子

、
高

校
生

男
子

、
一
般
男
子

）
　
費
用

無
料

圉
当

日
午

前
９

時
～
９

時
3
0
分
の
間

に
会

場
で

固

体
育
指

導
委
員

・
藤
咲
ｅ

七
∵

９

［
］
植
木

の

剪

定

植
木
の
剪
定
・
枝
お
ろ
し
・
刈
り

込
み
（
有
料
）
の
１
月
か
ら
３
月
ま

で
の
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
お
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
開
始
日
時
１
月
９
日
㈹
午
前

８
時
3
0分
か
ら

圃
電
話
で
齟
松
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

容
3
8
4
・
3
1
9
1

へ

［
］
地
域

教
育

セ
ミ

ナ

ー
企

画

準

備

委

員

を

募

集

１
月
1
6日
～
２
月
1
3日
の
毎
週
火

曜
日

〔
全
五
回
〕
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
文
化
ホ
ー
ル
　
内
容
地
域
・
教

育
・
人
間
関
係
・
子
育
て
等
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
セ
ミ
ナ
ト
を
企
画

定
員
先
着
十
人

費
用
無
料

奈
地
域
教
育
セ
ミ
ナ
ー
は
、
２

月
か

ら
３
月
ま
で
に

、
五
回
程
度
の
講

座
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

圃
電
話
で
青
少
年
会
館

登
即
・
8
5

5
6
へ

［
］
青

少

年

会
館

ト

レ

ー
ニ

ン

グ

機

器

操
作

講

習

会

１
月
1
3日
出
午
後
１
時
3
0分
～
３

時
3
0分
　
会
場
青
少
年
会
館
樋
野
口

分
館
　
対
象
十
六
歳
以
上
の
人
　
定

員
先
着
二
十
人
　

持
ち
物
上
履
き
・

運
動
着
　
費
用
無
料

圃
電
話
で
青
少
年
会
館

容
3
4
4
・
8
5

5
6
へ

【
】
レ

ス

リ

ン

グ
教

室

１
月
2
8日
、
２
月
４
日

・
1
8日
、

３
月
４
日

元
日
日
の
吝
日
曜
日
〔
全

五
回
〕
午
前
９
時
3
0分
～
正
午
　
会

場
運
動
公
園
体
育
館
多
目
的
室
　
対

象
幼
児
～
中
学
生
　
定
員
先
薇

二
十

人
　

費
用
無
料

圃
電
話
ま
た
は
直
接
、
ス
ポ
ー
ツ
課

昔
3
6
3
・
9
2
4
1

へ

［
］
ア

ー
チ

ェ

リ

ー

教
室

１
月
2
8日
～
３
月
1
8日
の
毎
週
日

曜
日
〔
全
八
回
〕
午
後
１
時
～
３

時

会
場
運
動
公
園
武
道
館
多
目
的
室
・

野
球
場
　
対
象
中
学
生
以
上
　
定
員

［
］
県

営

住
宅

の

入

居

者
を

募

集

募
集
期
間
１
月
４
日
㈲
～
巧
日
面

入
居
資
格
所
定
の
方
法
に
よ
り
算
出

し
な
収
入
月
収
が
、
一
般
＝
二
十
万

円
以
下
、
高
齢
者
・
身
体
障
害
者
な

ど
（
条
件
あ
リ
）
＝
二
十
六
万
八
千

円
以
下
で
、
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て

い
て
、
原
則
と
し
て
同
居
親
族
が
あ

る
こ
と

※
募
集
案
内
書
は
、
１
月
４
日
㈲
が

ら
東
葛
飾
支
庁
県
民
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
市
住
宅
課
・
各
支
所
で
配
布

固
千
葉
県
ま
ち
づ
く
リ
公
社
県
営
住

宅
管
理
部
募
集
課
a
0
4
3平
9
1

8
2

［
］
文

化

ホ

ー
ル

ギ

ャ
ラ

リ

ー
の

使
用

受

け

付

け

１
月
1
0日
収
午
前
1
0時
3
0分
か
ら

会
場
文
化
ホ
ー
ル
講
座
室
　
使
用
期

間
４
月
３
日
叫
～
ワ
月
１
日
脚

持

ち
物
使
用
料
・
社
会
教
育
関
係
団
体

登
録
証
（
該
当
団
体
の
み
）

圜
文
化
ホ
ー
ル

昔
3
6
7
・
7
8
1
0

先
着
三
十
人
　
費
用
千
五
百
円
（
用

具
代
）
と
施
設
使
用
料

圃
電
話
ま
た
は
直
接
、
ス
ポ
ー
ツ
課

登
3
6
3
・
9
2
4
1

へ

［
］
シ

ョ

ー

ト

テ

ニ

ス

教

室

１

月
2
7日
～
４

月
2
8日

の
第

子

四

土
曜
日

〔
全
七

回
〕
Ａ
コ

ー
ス
＝

９

時
～
1
0
時
1
5
分

、
Ｂ

コ

ー

ス
＝
1
0

時
1
5
分
大

目
時
3
0分

、
ｃ

コ

ー
ス
＝

1
3時
～

膕
時
巧

分

、
Ｄ

コ

ー

ス
＝
1
4

時
3
0
分
～

巧

時
4
5分

会
場
Ａ

・
Ｂ

コ

ー

ス
＝
栗

ケ
沢
小

学

校
、
ｃ

・
Ｄ

コ

ー

ス
＝
和

名
ケ

谷
小

学
校
　

対
象

年

長
児
～

小

学
五

年
生
　

定

員
各
コ

ー
ス
牛
猪
而
千

人

費
用
四
千
円
（
保

険

料

を
含
む

）

圉
１

月
1
0
日
困

〔
必

着
〕
ま

で
に

、

往
復
ハ

ガ
半
に

住

所

・
氏
名

（
ふ
り

が
な

）
　・
学

年

・
電
話

番
号

・
希

望

コ

ー

ス
を

記
入

し

て

、
干
2
7
0
－
0
0

2
1

松
戸
市
小

金

原
二

の
二
〇

の
二

四
　

飯
島
徳

子
（

豊
3
4
4
・
3
2
3
2

）

へ「
」
「

元

祖

松

戸

七

福

神

鍋

」

取

り

扱

い

店

を

募

集

厳

し
い

経
済
環

境
下

に
お

け
る
市

民
の

コ
兀
気

回

復
プ

ラ
ン

」

の

一
つ

と

し

て
「
地

場

野
菜
を
ふ

ん
だ

ん
に

使

っ
た
大
衆

的

な
価
格

の
ヘ
ル

シ

ー

鍋
」

を
コ
ン

セ
プ

ト
に

、
市

内
の

飲

食
店

が
そ

れ
ぞ

れ
の
ア
イ

デ

ィ
ア

を

凝
ら

し
た

「
元

祖
松
戸

七
福

神
鍋
」

「
七
福
神

う
ど
ん

・
そ

ば
」
を
1
2
月
か

ら
始

め
ま

し
た

。

こ

の
趣

旨
に

賛
同
し

て

、
コ
兀
祖

松
戸
七

福
神
鍋
」「
七
福

神
う
ど
ん

・

そ
ば

」
を

提
供

し
て
い

た
だ

け
る

飲

食
店

を
募

集
し
ま

す

。

固

商
工
観

光
課
商

工
振
興
係
ａ

叩

納

期

内

の

納

付

に

ご

協

力

を

１２
月
2
8日

附
は
市
県

民
税
（
第
四

期
）
の
納
期
限
で
す

。

納
め
忘

れ

の
な

い
よ

う
に
お

願

い
し
ま

す

。

圜

収

納
課
管
理

係

登
3
6
6
・
？

３
９

６

講
座
・
講
演

公民館女性大学講座（2講座）
女性のためにいきいきセミナー～気づき、自律心、生き

がいをもとめて～〔全6回〕

日　時 内　 容 講師

1/17 團

午後

ワ
時
～

８

時50

分

｢ストローク｣人の存在や価値を認める言

動や働きかけをいい ます。大はストロ ー

クを求めて生きているといわれ ます

日本

交
流
分
析
協
会
交
流
分
析
准
教
授
・
佐
藤
智
子
氏

24㈲
｢自我状態｣ 誰の心の中にも3 つの私がい

ると考えます

31 ㈲

｢エゴグラム｣自分の心的エネルギーを棒

グラフ に表し ます

※この日の会場は市民 劇場です

2/7 ㈲
｢対話分析｣2 人 の間で取り交 わされる や

りとり を分析し ます

14 ㈲

｢人生態度｣幼少時に養育者との問で体験

したストロークが中心にな って培われた

自己と他人に対する態度をいい ます

21㈲
｢時間の構造化｣人がストロークを得るた

めに時間をどう過ご すか

日時 内　容 講師

1/19R

午
後
ワ
時
Ｓ
８

時45

分

実践そ の１「身体のゆがみのチェッ ク」

ヘア 、メータを変えて みよう　美し い

姿と動作　顔の表情

女優

・
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー

西宮

小
夜
子
氏

26 ㈲
実践そ の2「発声法　自己表現の訓練」

人の前で話すとき、あがらないために

※動きや すい服装、日ごろ 使用している化粧品を持参

キャリアアップを目指す女性のための窶践講座「全2回TI

会場いずれも女性センターゆうまつど　対象市内在住・

在勤・在学で全回出席できる女性 定員先着各20人 費用

教材費実費

匣電話で公民館W368-1214 へ

お
知
ら
せ

ス
ポ
ー
ツ



見に行こう　聴いてみよう　＝文化施設だより＝

期 間 内　　　 容

2/18(日)まで

徳川写真館partⅢ

徳川昭武は写真を趣味としていたため、松戸徳

川家には膨大な数量の写真力琴美されています。

こ の写真を順次公開するため 、シリーズで開催

される今回の徳川写真館partⅢでは 、肖像写真や

徳川一門の人々が撮影し か写真を展示し ます。

徳川

昭
武
写
真

撮
影
風

景

入館時間…午前9時30分～午後4時30分（月曜日は休館。ただし 、祝日の場合は開館し翌日休館。

年末年始12/28W 卜1/4 困は休館）

入館料…一般60円、高 一大学生蜀 円 、小・中学生20円

※毎月第2・4土曜日は小中学生の観覧は無料です。

松戸市の市外局番は047 です

期 宍日 内　　容（☆は有料）　　 ｊ 開演時間 ．　　 問い合わせ先　ク

大

ホ

ー

ル

１／ ８竭 松戸市成人式 11二00教）社会教育課　　S366-ﾜ462

21日 新春バラエティー～初笑い演芸大会 ☆ 15:00 RO-ON　　　　　Q365-9911

小

ホ

ー

ル

12/26W ピアノ発表会　し[T'S PLAY 1ﾂﾆ30 渡辺音楽教室・渡辺　S342-ﾜ546

1/ 8 ㈲
ハートフルコン サート

Soprano 宮部小牧と共にVol.2　 ☆
14:00 宮部　　　　 昔04ワト69-3590

12銜 第9回松戸地区高等学校音楽会 13:30
県立松戸秋山高等学校・豊田

Q391-43' 引

1翩）佐竹音楽教室第20回ピアノ発表会 13:30 佐竹音楽教室　　　S386-ﾜ370

21茴 愛のチャリティー初春歌謡祭 9:30
松戸市民カラオケ歌謡協会

s368-8640

※月曜日は休館（ただし 、祝日の場合は開館し翌日休館）。年末年始12/29 ㈲～1/3伽は休館

期 日 内　　 容 （☆は 有料）　 ‥ 副題冏 二………　j ………問 い 合 わｔ 元　　 ‥

1/ 別
新春初踊り街のカラオケ道場歌の祭典

(初春21 街のカラオケチャンピオン大会)
10:00

光ｲ申歌謡サーク儿ﾉ・小川

昔36卜8640
14ぐ日）

新春初踊り街のカラオヶ道場歌の祭典

(初春松戸民踊歌謡合同発表会)
10:00

20 圉
劇団飛行船　 マ スクプレ イミ ュージカル

「おじ やる丸」　　　　　　　　　　　 ☆
13:40

劇団飛行船

sa0120-85-3215

21日
国立音楽大学同調会千葉県支部

「第28回同調会コンサート」 ☆
14二00

国立音楽大学同調会千葉県支部・谷沢

昔04ﾜ1 ―5Cン0224

※月曜日は休館( ただし 、祝日の場合は開館し 翌日休館)。年末年始12/29R)-～1/3(測ま休館

期間
………… 内､、 容 几。．　 、､､、､、 卜　　 問い 合 わせ先 。二……… …j

1/ 齒こ1如） 松戸美術会33回展 松戸美術会　　　　　s343-5395

1/1700ふ昨日） 松戸市小中学校児童生徒書初展 教）指導課 ．　　　　　Q366-ﾜ458

1/la淞～21剛 認証30周年記念盆栽展示会 小林　　　　　　　　　a365- ∠1838

1/24W ～28(日) 松戸市小中学生造形作品展 教）指導課　　　　　　　fi366-7458

開館時間…午前10時し 午後6時　※月曜日 一年末年始1 渺28休卜1/4 ㈲ ま休館

松戸駅市民ギャラリー

期間 幵 ‾　へ1/4㈲ まで 1/5 銜 心18 團　＜ 卜……　1/19R ～2/

東
メディアのおもい

置 亀S070-  5464一8493

F花もよう」写真展

昌 遠藤酋3∠旧―5021

和紙ちぎり 絵展

圖 鎌田R344-5106

西
全日写連東葛支部写真展

圜 北村Q363-3ﾜ14

グループ丹展

圖 清原S362-  54ﾜ3

露松院ロー書法展

昌 坂本*5361-0022

期‥コ間 内　　容

観察

会

1/13(土)午後2時～3時

〔雨天中止〕

季節の見どころ歩き

案内役パークセンター職員　定員先着25人　費用無料

1/21(1日)午前10 時～11 時30分

〔雨天中止〕

昆虫ウオツチング

講師自然解説員・佐藤隆士氏 定員先着25人 費用無料

匣当日パークセンターで

相談

毎週水・土・日曜日と祝日 、午前10

時～正午と午後1時～3時30 分

※1/6け)り(日)・8冊 引O ㈲は休み

みどりの相談員による花や緑に関する相談( 電話でも受

け付けます)

開館時間…午前9時～午後4時（月曜日は休館。ただし 、祝日の場合は開館し翌日休館。年末年始

12/30c ～1/1M は休館）

2001　ニューイヤーコンサート
～イタリアオペラとウィンナワルツの饗宴～

会場森のホール21 大ホール　演奏曲ランナー：ワルツ「シェー

ンブルンの人々」「妖精ギャロップ」、ロッシーニ：歌劇「どろぼ

うかささぎ」序曲 ／歌劇「セヴィリアの理髪師」より「今の歌声

は」、ヴェルディ：歌劇「リゴッド」より「慕わしき人の名は」／

歌劇「椿姫」より「ああ、そはかの大か～花から花へ」、シュトラ

ウス：ワルツ「美しく青きドナウ」ほか　指揮者大町陽一郎氏

費用全席指定3,000 円（高校生以下1,500 円）

圖叫松戸市文化振興財団a38 ∠1－5050 （月曜休館）

期　日 ぃ．　 匸　　 内　 容　　 …… 開演時間
叭 、

UJ問い合わせ先

1/ 7(日)試演会（ピアノ 一声楽） 10:00,若草会・岩谷　　　　　0362 ― 1991

16 ㈲ 健康カラオケコンテスト 18:00 健康カラオヶ普及会･冨永　Q341 一3623

21 紬 ピアノ発表会 11:30 藤中千恵子　　　　　　S342-6043

※月曜日は休館( ただし 祝日の場合は開館し翌日休館)。年末年始12/29 胼～1/30水)は休館

ぃ 期 卜擱 べj
……

卜　　　　　 ｎ，　 内　　　 卜　 容 ≒ﾊﾄ゙ﾞ　　　　　 ぅ

1/5 銜～31 ㈲午後1時15分 べ3時

15分から上映（土・日曜日、祝日

は午前11 時からも上映）

ハイビジョン映像「イギリスの旅～ロンドン・リージェンツ運

河紀行」〈上映時間30分〉　会場講堂　観覧無料

2月のハイビジョン映像「イタリア　トスカーナ紀行～中世の面

影残る芸術の町・シエナ」〈上映時間30 分〉

1/30W ・31㈲の勉強会と2/6 ㈲

～3/28 ㈲ の毎週火・水曜日の内

の希望する１囗(2/13W を除< ）

との3日間の体験

いずれも午後1時～4 聘

体験教室「糸を紡ぐ・布を織る」　内容マユを煮立て糸を紡ぎ、

その糸で布を縅り ます　対象1/30C火）・31㈲の2日間の勉強会に

出席できる人 定員各回先着2人（計30人） 費用無料

圃12 月26日㈹午前10 時から、電話で市立博物館体験教室係昔

384-82ﾜ2 へ

江戸時代旅装束試着体験毎月第1日曜日午後1時・2時・3時・4時から各回男女各1人

圃電話で市立博物館試着体験係:s384-82ﾜ2 へ

休館日月曜日( ただし 、祝日の場合は開館し 翌日休館) ・第4金曜日 一年末年始(12/28 ～1/4)

開館時間午前9時30 分～午後5時(入館は午後4時30分まで) 常設展示観覧料一般300 円(240 円)、

高・大学生150 円(100 円)、小・中学生100 円(60円)〔(　　) 内は団体料金/20人以上〕

※毎月第2 ぺ土曜日は小・中学生の観覧は無料です。

ガイドツアー(常設展示解説)毎日午前10時・午後2時から30 分間( 参加者は観覧料が必要です)

学芸員による展示スポット解説毎週日曜日午後2時30 分から20 分間( 参力[堵 は観覧料が必要です)

※来館者専用の駐車場はありませんので 、21世紀の森と広場の駐車場(有料)をご利用く ださい。

相談名 期　 日 時　 間 会　 場 圖

市政･一般
月～金曜日

午前8時30分～午後5時
市民相談課

市

民相

談
課

昔366

・
７
３
１
９

※一

般
相
談
＝

金
銭
・
身
の
上
・
相
続

・離

婚
等
家
庭
問
題
の
相
談

交通事故 午前9時～午後5時

法律相談

(予約制)

月･火･木曜日 午後1時～5時

市

役所

相
談
コ
ー

ナ
ー

次回は〔2/ 5R 〕 午前9時～正午

税務相談
第2 金曜日 午後1時～5時

登記相談 第3 金曜日 午後1時～4時30分

行政相談 第4月曜日 午後1時～3時

不動産相談 水曜日 午後1時～5時

外国人相談 第2・第4火曜日 午前9時～正午

覬ﾘﾌｫｰﾑ 第3 水曜日 午前10時～午後4時 住宅課

労働相談 第3月曜日 午後1時～5時 商工観光

課労政係ｉ 洲動相談は東葛飾支庁商工労政課(0361-4089)でも行っています。

巡

回

年

金

相

談

5臉）

午前10時～午後3時

常盤平支所 国

民

年

金

課

適

用

係

昔
366

１７

３
ｒ
り）
９
／』

※
左
記
以
外
の
日

は
国
民
年
金
課
へ

9詢 小 金 支 所

12(金) 小金原支所

16㈹ 馬 橋 支 所

19(金) 六 実 支 所

23(火) 新松戸支所

26(4) 矢 切 支 所

30 ㈹ 東 部 支 所

消費生活相談 月～金曜日 午前9時～午後4時
消費生活ｾﾝﾀｰ
S365-6565

子育て相談 月～金曜日 午前8時30分～㈲ 飭時
北松戸保育所内登367一4646

六高台保育園内n394-5590

戸定歴史

館

S362 ご2050 森のホール21 384-50

50

市民会館 368-1

237

大町陽一郎氏

市民劇場 368-00
70

文化ホールギャラリー 367-78

10

博物館 (21世紀の森と広

場内)

384-81
81

市社会教育課　　366-

7642

21世紀の森と広場パークセンタ

ー

345-89

00

救急医療体制
健康保険証をお忘れなく

◆テレ ホン案 内 サービ ス

〔当日 の医 療機 関( 待機病 院 、休日在宅

当直医､ 夜 間急病診療所､ 休日土曜日夜

間歯 科診療所 等) を案 内し てい ま す〕

公366 －0010

平日 午 後4 時30 分～ 翌 日午 前9 時

休日 と土 曜 午 前9 時～翌 日午前9 時

◆夜 間急 病診 療所　　S368-3756

衛 生 会館内　 毎 日 午後8 時～11 時

◆ 休日土 曜日 夜間 歯科 診 療所

S365-3430

衛生 会 館内　 午後 ８時～11 時

お気軽にご相談ください　1月の相談あんない ※相談はすべて無料です。閉庁日の相談はありません

。

相談名 期　 日 時　 間 会　 場 嵳

人権相談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市篩 頤ｺｰﾅｰ 千

葉

地
方
法

務

局
松
戸

支
局

福祉

事
務
所
援
護
係
－
勗

ラ

３
４
９

15(月) 馬 橋支所

9詢 六実支所

9㈹ 小 金支所

10(水) 常盤平支所

17(水) 新松戸市民センター

11 悧 小金原市民ｾﾝﾀｰ

※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(S363-6278) でも行っています。

心

配

ご

と

相

談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市街斜眼ｺｰﾅｰ

社会

福
祉
協
議
会

昔368

・０

５
０
３

15(月) 馬 橋支所

9㈹ 六実支所

9(火) 小 金支所

10(水)・17冰) 常盤平支所

17冰卜24 冰） 新松戸市民センター

11 ㈲・18沐） 小金原市民センター

痴ほう介護相談 26窗 午後1時～3時 社会福祉協議会

ゆ う ま つ ど

ここ ろの相 談
(予約制)

第2～第4月曜日
午前10時～刹徊時 女 性 セ ン タ ー

（ 相 談 室 直 通 ）

Q363-0505

第2～第4木曜日

第1木曜日 午後2時～8時

女性 就業相 談 火･金曜日 午前10時～午後4時

パ ー ト 労 働

悩 みご と相談
孰

午後1時30分～

刹 黼時30分
女 性 セ ン タ ー
Q364-8778

就 学相談( 予約 制)
月～金曜日

午前9時～正午・

午後塒30分～4時30分

教育研究所(相談専用)

S366-7600教育 相談( 予約 制)

青 少年相 談( 電 話)

月～金曜日

午前8時30分～

午後4時30分

こ ど も 課

O363 ―7867

青 少 年 相 談( 来 所)

〔予 約 制1
午前9時～午後5時

こ ど も 課

S366-7464

1/20(土)

午後3時開演


